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I 緒言

過去長い間，ツブラツイ〈コジイ〉は川材としても薪炭材としても，林業経営上不利ないわゆる不良樹

稲であると考えられてきた。しかして，わが国の西南部一惜の広葉樹林，とく tこ1M友林施業のー大目標は

このツブラツイをしゅJこして根絶するかということにおかれ，このために多くの努力がつづけられてきた。

なぜならば，ツブラツイほど成長が早く，若くして長大径木になる代りに，用材としても薪炭材と L て

もイIlli{II'(の低い木は少なししかも他の優良樹加の生育にr，:しい支障を与えるヵ、らである。

しかし，このも~':lfmの強靭な生活力はわれわれの希望や努力にもかカ，，1つらず，ツブラジイを減少せしめる

どころか!原伐期の皆伐繰返しとともにますます拡がらせてきたので、ある。

しかして，時代のうつり変りとともに，長いfll!憎まれつづけてきたこのツブラジイにも最近では新しい

利用の道が開かれ， 10数年以前には征!像もされなかったパルプ川村として，また近くは木材料lf化の原料に

も使われだそうとしている。

とにかしわが国の同南部の広い陵情林地滑の多くの林地で， llJï苦手更新が符易でしかも早j切の成長がき

わめて旺ll*なツブラツイについては，もう-ffi'この樹加の経済的な優位性について，いろいろの角度から

再検討を加えるべきであろう。

しかしp この報告では一応それはそれとして，さる 1955年〈昭和130年) 10月下旬に，長崎県西彼杵郡大

瀬戸町にある薪炭林制郡改良試験地を調査したので，木試験地設定の仁l 的であるカシ類その他薪炭材とし

ての優位樹脂を， \，、か iとすれば~i'iやすことができるかとし、う純技術的な設1.".]を解明するために採られたい

ろいろの施業手段を通して，カシヂmやシイ類やその{郎、ろいろの樹開がどのように消長L，生育のすがた

を変えてきたかについて，ありのままの調査結采を報告し，あわせて 2 ・ 3 の見解を述べんとするもので

ある。しかして，この報告は今聞の調査結果の第 I 報で為って，なお研究総統r-f1で、あり，さらに引きつづ

いて期11郊にわたる樹郡ごとの検討結果その他を取りまとめ，第E報として報告する予定でまっる。

最後にこの~iR~fiを行うにあたって担1J協力下さった長111自営林新ーのかたがた，ことに署長の横尾助二氏に厚

< :tò礼を申し kげる。

なおこの報告は，現地調査および内業とりまとめ等にあたり，次に述べるカイこがたの熱心なる御協力に

よったもので、あることを明記L ， ここにそれらの諸氏に衷心より御干しを 111 し述べる。

(1) 1955午;淵?をの外業業務

熊木支場 経営研究室長 納 井 守

経営研究室 本 旧 倒! 一 f!゚  一

(2) 計算およひ'図表の調製その他の内業業務

経営部 測定研究室 西 沢 正 久

営農林牧野研究室 狩 野 高 英

営農林牧野研究宅 )1} ILi 良 雄

経営研究室 菅 J入
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H 試験地の樺況

この試験地は次に示す!:l'î 1 阿 C試験地位置図〉および第 2Gl C試験地位向の詳細図〉でわかるように，

熊本営休局管内の長I~!;j狩林評で、管車11されている長崎県西彼杵în;大瀬戸町字藤の平国有林8 林班と小班内に

あって， 1939;[" CII{何日 1 i!の 3 月に設けられたものである。

= 
て，

ふ
λ
ー

今ゆ

第 1 関試験地位置図

この試験地が所在する同彼杵半日ー恨の悶有林は，その多くが古くから薪炭林として施業せられ，短伐

j羽の伐採が繰り返し実行されてきた上に，薪炭材として俺良なカシ類がことに激L\，、疏伐にあったため，

さらにまたこの地方の気象が暖流の影響による暖かL 、潮風の常風によって，土地を乾燥させやすしまた

基岩が結局片岩煩であるため土地の乾燥にさらに拍車をかげやすいことな f と相まって，著しくツブラヲ
イの優勢な林分が多くなっている。

このようなツプラジイの優勢な林分に，短伐j()Jの軒伐をさらに幾度も繰り返L て実行すれば，しだし、に

アカマツやクロマツが侵入しはじめtHr床にはウラクロから lllíi次コシグが繁茂するにいたり，広葉樹はシヤ
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第 2 阿試験地位置の iloi 制11 図

シャンボやネズミモチ等の綾性な詩型木類がわす.かにl'守生するのみとなり，ついにはアカマツやクロマツの

生育も衰えて士地生産性の低L 、L 、わゆる病恋林地化するに至るものと考えられる。現にこの地方の中腹以

Hこは，このような病悪地化した林地カ九、たるところに散在している。

そこで現在ツブラジイの優位な林分には，今後どのような森林の取り扱い方をすれば，この地方の梢序

の様賊相であるカシ類を優位とするいわゆる優良薪炭林の林相に誘導することができ，かっその優良な林

相を維持しつづけることができるであろうかということが，この地方の薪炭林施業 tの従来からの問題点

であり，この誠験地設置の目的もそこにあったので、ある。

熊本営林局においては，このような薪炭林施業上の問題を解明するため， 1935年(昭和101f)前後から

いろいろな調査や試験を行ってきたが，この誠験地もそのーっとして設けられたもので，戦争によってな

んらの被害もうけなかった数少ない貴重な試験地である。
アトメ ウチメ

この薪炭林樹種改良試験地は海抜高約 200 m， 外海海岸より約 3 km， 内海海岸より約 4 km の位置に

あって山腹の中央よりやや下に位置し〈本稿末尾添付の写真 No. 1 および No.2 参照)，地勢は南東向緩

傾斜(第4 図試験地区劃および地形図参照)， 基岩は結品片岩類で、雲母片岩が大部分を占めている。

土壌は植壌土または埴土で、適J閣で、;\sるが， 1939年に第 I ・第E ・第Eの 3 筒分地について土壌の断面を

調査し，かつそれらの断面の屑の変化に応じて屑ごとに各分地と主 4 カ所ずつの土壌を採取して分析を行

った結果を参考までに掲げれば，次の第 3 図および第 1 表のようである。



漁
師
刈
主
ハ
惑
闘
将
知
見
聞
粉
怪
ハ
如
罫
澗
閣
総
叫
』
拙
門
リ
庁
額
四
国
同
〉

δ

叫
酎
刷
同
盟
河
戴
耶戦
H

制
問

第 I-j)-地ω工震断面 第 1例也ω主壌断面 第][iÌj也の主土嚢;断置、

層 ヰ雀 ノ巴? 本艮 層 推 色 オ員 層 推
色 ヰ良

1ft. 移1犬 系 イ立 手ヰ多犬 系 イ立 移1大: 系
fllJ 態 日1) 高与 男'] 4n'AuKu vZ、L 

メ~O Aa AO 

f-゙.!:J. ー津耳一
黒 草色巷.~. .Al__ -ì斬ー一旦一 ~整i中.多細 A! 

漸一 帯墨4受 f荏好正~予F
太ヰ良

A!-2 黒褐 中井Eヰ昆 A2. 
i新

?思i喝 ヰ民アリ A2. 双 知.ti多
?斬一 滞黄

トー--ー 漸一
中非国平良 7i<.積 細'*

A2 黒褐 アリ 官民守王、
8 , 非田被アリ

一一 ヤヤ豹l
草白井E

B, 褐色 稀=中根
『ーーー -7'車町一

81 補 負主在
7リ

i斬 一一 ヤヤ学11 一- 相殺
赤 細根

82. ホ褐 車田祐
赤字易 82 (精J 散在

止と 82 実在ー
ト一一一 手IJ -』ー-一

漸

CI 7丸 全上 c 』ー-一 ?斬 一ー一一 ーーーー

〆司、 N(f，傷 稀

C2. 
手1I 青右京 稀

事え C, 1高揚 喜子~
兤i 

?析 事車膏1 層
仁3 守 1及

ナシ 、，ノ
ギ11-

一一一ー 噺 一一一一 一一 一一 ー-

C4 C2 市右 ナシ

一} ー

CI11 

50 

10 

15 

4訟

州J
h
~
(
 

し
山
一

Cｭ
Q
 

" 

向山

~ 

(
今
一
環
〉
<0 
CJ1 

第 I ・第 E および第 m 分地の土壌断而図第 3 図



ー- 96-- 林業誌験場研究報告第 106 号

第 1 まえ 土 壊 分 析 表

採 採取| 「「自芸品lz 「州全窒| 機械的取 深のさ pH 桝ると.'1比きの!Tï:態111 I!吹合水量系盛和砂 1 制11 1ゆ 1 微砂 1 粘土( 土性土也

表土 46.61 0.42 
第

5.3 。「 57 62 20.3 13.3 10.4 

I 15cm 5.2 1.064 73 68 0.22 22.7 13.6 10.5 

分地 3ιrm 5.2 1. 136 94 83 65.1 0.17 25.3 14.7 9.3 50.7 ノ/

60-
65cm 5. 1 1.223 121 99 74.3 O. 12 31. 4 14.7 8.2 45. 8! Jli'i壌土

第 主主コー " "1 
U.7LI υυ60 0.46 19.01 12.41 10.81 57.8! .t，白士

E 15cm 5.~ 1.084 71 65 64.4 0.27 19.5 

分地 45cm 5.1 1.245 0.18 21.9 

90cm 104 82 0.14 

表土 1. 017 78 76 0.35 15.0 10.8 46.8 ' 埴壌土第
5.4i 64.8 27.4 

J11 12.5cm 1. 290 86 67 56.4 O. 11 42.0 14.6 10.2 33.21駿土
分地 45cm 5.1 1. 313 131 99 81. 5 0.11 31. 0 15 ・ 3 11. 2 42 ・ ~I Nl壌土

37.31壊土

つぎに気象については，この誠験地付近および九州各地の主な観測地の気温と降水量の統計を比較して

表示すれば第 2 表のようであるQ

前にも述べたように，この地方はl暖流の影響で海岸にはアコウ (Ficus Wightiana WALL.) などの熱、

*樹が点在しているが，第 2 表でもわかる上うに気温はこの試験地付近と純度に大差のない佐賀・熊本な

どよりもかなり高しむしろ南九州の鹿児島・宮崎の海岸地方の気温に近い。また降雨量は年間 1， 730-

1, 750 mm程度で，南九州に比べればはるかに少ないことがわかる。そのうえ， 常H寺海風の影響が大きい

のでこの試験地付近の林地は一般にかなり乾燥しやすい傾向がある。

試験地になる前のこの林地の取扱いは1912巾〈犬正元i ç:) にクスノキの人工植栽を行L 、， 1913{:�: (大正

2 年〉から1919年〈大正 8 年〉まで毎年クスノキの人工造林地としての手入れが行われてきたが，植栽さ

れたクスノキの70%余は1921年〈犬正10<F) ころまでに枯死してしまい，これl'乙代って一般広葉樹の侵入

が旺盛で、あったので，その後はクスノキとその他広葉樹との混交林として施業ずることに収扱い方法を変

更し， 1921 ・ 1922年の同年に混交林としての手入れを施行し， 1923:1ゴに人工造林地台帳から天然生育地台

|阪に移掛されたものである。

なお，この試験地は1939年の試験地設置当時，熊本営林局に在勤していた筆者が企画立案し，外業業務

の主査をも蒸ねて担当したものである。

しか L て， 1939年から 1955年の今回の調査を行うまでの約16平間はその多くが戦時および戦後の混乱期

で、あったため計画的な調査は行われていないが，次の 2 回の報告がある。

1) 1944年 2 月熊本営林局計画課営林局技手加藤被ー〈現在高知営林局監査課長・ 1939年試験地設置業

務の副査も担当〉外 2 名による調査復命書〈現在林業試験場熊本支場経営研究室にて保管〉

2) 1951年 6 月熊本営林局計画課農林技官安井正意外 1 名が調査取りまとめ， 同年11月開催の第 60 回

日本林学会大会において講演発表した論文〈日本林学会誌第 33 巻第 12 号にその要旨掲載〉
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討， !換地付近および九州各地の降水量と気温比較表

3 月 I 4 月 I 5 月 イイイイ l明降 観測地 年間~ 0.11 と 1 ， 0 ， 統計期!?日 備 考

大村 5 48.7 79.0 102.41 167.4! 129.91289.9 66.0 1, 784.6 135 110 1921~1940 長崎県

水 亀 f言 80 48. tC, 76.8 109 , 31 145.91 130.81 273 , 5 2~~. ~I 1 ~~. ~i ~~7. ~I ~~. ~ I : ~ . ~ 67.4 1, 73 1. 4 13 ち 109 1921~1945 長崎県西彼杵郡

松島 1, 749.5 (1921~1925) 長崎県四w杵君1120 60.0 68.5 96.91157.91135.71304.9 282 ・ 71 95 ・ 3150l ， 3!?7 ・ 7 1 83 ,:2 65.2 141 109 
1931~1940 

長|崎 132 69.1 83.7 124.~ 178.~ i77.~ 376.4 284.71186'~i 3~3'~i 9~.~ 11~3.~ 88.2 2 , 032.0 164 118 1921~1950 長崎県
;量

鹿児島 ヰ 65.5 109.2 146.31 202. 己 219.31 ~00.4 317.212~4'~1 ~~1. 91118.9192.3 86.1 2 ， 183 己 164 124 // 

宮崎 7 52.2 104.2 158.11 216.21 252.8' 366.5 初 41337.51202.21225.2112 1. 7 69.0 2 , 542.4 150 l 君。 ノノ

初制

303.31 1叶~:!. ~I ~~. ~ ~~. ~ 熊本 38 48 , 8 73.9 70.3 1, 746.8 142 111 /ノ

佐賀 12 49.4 69.3 109.91 155.41172. 8i 300.4 282.11 193.41 335.41 87.1 1 7:5.6 65.3 1, 794.1 148 106 ノ/

表2 第
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!11  l 観測地海抜高l 最高最低統計則11';] 保i 考気
m 1 月 1 2 月 I 3 月 1 .1)':1 1 5 月 1 6 月 I 7 月 I 8 月 I 9 月 1 10月 1 11 月 [12月 1 iド問気沼i気前

大村 5 5.8 6.5 9.4 14.9 19.3 22.8 27.3 28.4 24.8 19.0 13.2 8.4 16.7 38.5 -5.2 1916-1940 長崎県

色需 80 5.6 6.4 9.5 14 目 3 18.7 22.3 26.8 27.9 21.0 18.7 13.4 8.5 16.3 37.8 -9.0 1916-1945 長崎県同校杵郡

総島 20 6.9 7.3 9.7 14.3 18 ・ 2 21. 8 26.2 27.7 24.0 19. 1 14.1 9.6 16.6 36.5 -8.0 1916~1940 長崎県内彼杵部

長崎 132 5 司 6 6.3 9.5 14.4 18.4 22. 1 26.1 27.1 23.7 18.4 13.3 8.3 16. 1 35.8 5.2 1916~19~0 長崎県

祖 鹿児島 4 6.8 7.7 10.6 15. 1 19.2 22.8 26.9 27.4 24.7 19.3 14. 1 9.1 17.0 37.0 -6.7 '/ 

宮崎 7 7.1 8.0 1 1.。 15.4 19.3 22.8 26.8 27. 1 24.4 18.9 14.1 9.4 17.0 37.7 -7 目 2 ノノ

OC 
熊本 38 4.7 5.8 9.2 22.7 26.9 23.9 7.0 15.9 38.8 -9.2 14.3 18.7 27.6 17.7 12.2 '/ 

佐賀 12 4 目 9 5.7 8.9 14.1 18.6 22.6 26.8 27.5 23.6 17.7 12.4 7.3 15.8 37.7 -7.0 ノ/
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E 試験地の区劃

試験地は次に示す第4 悶(試験地区劃および地形隠〉 のように長方形に区劃された面積 O.88lza(80 m 

x110 m) のほぼ斉一に近い地形の林地である。

13m: 

12 

6白

5 

第 4 図 誌験地区割および地形図

しかして，筆者が1937年(昭和12年〉に佐賀県伊万里経蛍区の経営案検訂の際，九州の主要樹積につい

て製炭資材としての優位性を調査するために行った製炭試験の結果1にその他。ねりを参考として，この試

験地内にある 67 の主要樹簡を次に示す第 3 表のように， 主として優良な品質の木炭を生産しうる樹麗と

いう観点から上位・巾位・下位の 3 つに分類し，この分類結果を用いて本試験地をさらに次の 5 筒分地に

区劃した。

第 3 表 炭材としての上位・中位・下位の樹紐区分表

上・中・|
下別 1 粒す fif[ 学 h 

イコ

ヘ' ブ ツ ノて キ Ca1叫ellia japonica LINN. 

上 サ ザ ン カ Camellia Sasanqua THUNB. 

位
ヨ ウ ブ Clethra barbinervis SIEB. et zucc. 

ノヲ て7 ノ ミ ズ キ Cornus brachyρoda C.A. 乱I["y.
樹

イ ス ノ キ Distylium racemosum SIEB. et ZUCC. 

種 ア キ グ ミ Elaeagnus ρungens THUNB. 

ヒ サ カ キ Eurya japonico THUNB. 
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上・中・|
下別|

上

位

樹

持=

中

位

樹

種

下

位

樹

種

樹 種

dイ ヌ ヒ‘ ワ

ホ ソノてイ ヌ ビワ

カ ン コ ノ キ

モ チ ノ キ

耳、 ズ ミミ モ チ

ノ、 て7 ク サ ギ‘

ヤ 「、 ザ ク フ

リ ン ボ ク

ア カ ガ シ

ア フ カ シ

ウ フ
工一.ノ,- ロ ガ シ

タイ ミンタチバナ

二L コ ノ キ

三、ノ -T' シ ヤ ン ボ

ク ス ド イ ウr

スダジイ(イタジイ〉

ニ工 ノ キ

サ カ キ

チ シ ヤ ノ キ

コ ノて ン モ チ

コ. ン ズ イ

三、ノ イ モ チ

ナ ナ ミミ ノ キ

ク ロ ガ ネ モ チ

シ キ 一ミ、

タ フ ノ キ

ヤ 「、 ヒ、
ワ

オ ガ 51 て7 ノ キ

ヤ • 、 モ モ

てF ア ノて シ イ

τ町.ノ ブ カ ガ 三ノ

ミ ミ ズ ノて イ

シ ロ ノて イ

カンザブロウノキ

→十 ン コ. ン、ー〆 ニL

カ コ ノ キ

ネ ム ノ キ

ア オ キ

ヤ フ ム フ サ キ

ム ラサキ シキブ

ク リ

ツブ フ フイ〈コジイ〉

ク ス ノ キ

ヤ フ
一

、y んノー イ

ニL ズ リ ノ、

学

Fiιus ereιta Tm;XB. 

Fhus erecta TnUNB. var. Sieboldi KING 

Glochidion obovatum SlEB.et ZUCC. 

Ilex integra TlIUNB. 

Ligustrum iaρoniclIm Tm::xB. 

Premna jaρonica MIQ. 

P runus J amasakura SIEB. , ex KOIDZ. 

Prunus sρinulosa 5mB. et ZUCC. 

Quercus acuta TnUNIl. 

Querr;us glauca THr;NB. 

Quercus sali<ina BIX~lE 

Rapanaea neriifolia 恥1EZ.

Styrax jaρonica 5mB. et Zr;cc. 

V acci ni um bracteatum TnUNB. 

X ylosma iaponicum A. GRAY 

ノ。

イコ

Castanoρsis rusρidata SCHOTTKY var. Sieboldii NAKAI 

Celiis sinensis PEHS. var. jaρonica NAKAI 

Cleyra jaρonica TIluNB. 

Ehretia ovalifolia HASSK. 

Elaeocarρus jaρonicus SIEB. et Zucc. 

EusctJρhis jaρonica KANITZ 

Ilex Buergeri MIQ・

Ilex purρurea HASSK. 

Ilex rotunda THUNIl. 

Illicium religiosum SlEB. et Zucc. 

Machilus Thunbergii SIEB.et Zucc. 

Meliosma rigida 5mB. et Zucc. 

Michelia comρressa SARG. 

M yrica rubra 5mB. et Zucc. 

Pasania edulis MAKINO 

Pasania glabra OERST. 

Symρlows kotoensis HAYATA 

Symρlocos lancifolia 5mB. et Zucc. 

Symρlocos TheoPhrastaefolia SlIm. et Zucc. 

Viburnum Awabuki K. KOCH 

Actinodaphne lancifolia _MEISN. 

Albizzia Julibrissin DURAZZ. 

Aucuba japonica THUNB. 

Callicarρa mollis SIEB.et Zucc. 

Calliωrμ joρonica T町NB.

Castanea crenata SIEB. et Zucc. 

Castanoρsis cus�idata SCHOTTKY 

Ci叫托amomum C amphora SJEB 

Cinnamomum jaρonicum 5mB. 

Daρhniρhyllum m(jcroρodum ]\在IQ.
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名

樹

種

九
三坦寸

Diosjうyros Kaki TI!UNB. var. sylvestris MAKJNO 

Diospyros Morrisiana HANCE 

Lindera citriodora HEMHL. 

Machilus jaρonica 5mB. et ZUCC. 

Mallotus jaρonicus lViuBLL. Au日.

Neolitsea aciculato KOlDz. 

Nwlitsea sericea KorDZ. 

Rhus sylvestris 51EB. et Zucc. 

Symploιos lucida 5IEB. et Zucc. 

Symρlocos prunifolia 5mB. et Zucc. 

Z anthoxylum ail佖!hnides 5mB. et Zucc. 

Zonthoxylum schinifolium 5mB. et Zucc. 

Ceρhalotaxus H ar ri・ηgto削ta K.KoCH 

Pinus densiflρ ra SIEB. et Zucc. 

Pinns Thunbergii PAIミ LA1'.

ガキ

ガキ

モフ

Cホソパタブ〉

ガ、シワ

ガシ

ダ、モ

ハゼ

キ

イ

ヨウ

ウ

ヤ

、y

、y

組

ロ ノて

ラスザンシ

ヌザンシヨ

ヌカ‘

カ

ワ

ロ

樹

ヤマ

トキ

アオ

アオガシ

アカメ

イヌ

シロ

ヤ

ク

ケ

カ

イ

イ

ア

ク

マ

十店・|

下

位

マ

て7ロ

備
考 樹種の西日列は学名のアルフアベット!匹iによる。ただし針葉樹は広葉樹のあとじ配列した。

弱1支択伐隠 CrfLÎHl 0.21 ha) 第 I分地(1) 

この分地は前に掲げた第 3 去の樹"frR区分による上位および中位の樹極を択伐保残し，下位の樹障のみを

の択伐施行結果は本数で(~{保n14年〉皆伐することを原則とする択伐方針で設けられたもので， 1939{1ミ

ツブラツイは全部伐採された。45.5%，材積で 10.8% 余りが保残され，

強度れ伐[5\ CI(lﾎ fJ'l O. 21 ha) 第E分地(2) 

この分地は土位の粒Hlliのみをれ伐保残し，中位および下位の結H民党I皆伐することを原員IJ と寸るれ伐方針

1939{l (附ffJ14;Fつの択伐施行品川lは本数で、 :n.o %，材積で 6.5 %が保残さで設けられたもので，

ツブラフイは第 I 分地と同様に全叩伐採された。れ，

抱滋皆伐区 (TI函fll O. 24 ha) 第E分地(3) 

(í面積 0.09 ha) を残しその内情〈面積 0.15 ha)が皆伐された。この分地は周囲に姻 5m の抱謎樹市

以下の各主主で，たんに第111分地とし、 3 場合は，便宜上皆伐を実行した面11'10.15 haの区域をさす場合が多い。

く面積 0.11 ho) 比較のための保千万区の 1第IV分地(.1) 

この分地は 1939年〈昭和14qつの試験地設定当時，林'025Q"で‘あった試験地林分の一部を比較のためそ

長さ:f;fH 図て‘わかるように第 I ・~}J1・第11[分J:Ulの傾斜の上位部に l阪 10m，のまま保存t た分地で，

110m の情状に設けられたものである。

比較のための保存区の 2 (而杭 0.11 ha) (5) 第V分地

この分地は第W分地と同じ保存分地であるが第 4 図でわかるように第 I ・第 II ・第11l分地の傾斜の下

長さ 110m の帯状に設トトられたものである。位部に柄 10 m, 

涼方査調の地験試IV 

胸高直径は

1cm 以上の立木を輪尺を用いて 2cm j震がJによって毎木調査を行い，枝j商は 2.73 木の標準木を選定L 'W

試験地の林分調査は 5 筒分地ごとに(抱巡皆伐区はさらに抱護樹行j，と情伐j:lhに分げ)，)
 

1
 

(
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イゼ式測高知を)日L 、て 1m 括約によって毎木調査の上， 次に示す第4 表のような A.B.C.D の 4 種類の

胸高直径と樹高の杵11刻表を調製し，材積は1930年〈昭和 5 年〉熊本営林局調製の立木幹材秘表を用いて各

分地別，樹荘l別に立木材1'J'Iを算出した。

なお192911: (I[{，羽 114'.r:) 3 月および1955年〈同和30年) 10月の両調査とも林分調査はすべて以上述べた

同ーの方法によったので、ある。

(2) 誌験地の地形調査は1939年 3 月にポケットコンパスを用いて前に掲けYニ第 4 図に示すように 1m ご

との等高線を実測して図示した。

(3) 試験地の伐採は前章で述べた各分地こe との設定方針によって， 1939年 3 月および1955作10月に択伐

木および皆伐木を選定の上実行し，弱度および強度=の沢伐区については1939年の調査の場合のみ択伐後の

欝閉変を毎木・またはお]冠昨こ'とに樹冠の直径を測定し，それらの円面積の合計が区域面引に対する比によ

ってその概数を算出した。

なお1955年の調査時の分地ごとの伐採前および伐採後の林相は末尾添付の写真 No.3-No.26 を参照さ

れたし、。

第 4 表 胸高直径と樹高の相関表

A B 

胸品直径 | 樹 ts 胸角直径 ! 樹 li K』1了1 l掬組
cm m cm nτ cm m cm 押1

2 4 2 4 2 4 

4 6 4 5 4 4 

。 7 6 7 6 5 6 10 

B B 8 9 8 6 8 12 

10 9 10 10 10 7 10 12 

12 10 12 10 12 7 12 13 

14 10 14 II 14 13 

16 II 16 II 16 13 

18 11 18 12 18 13 

20 II 20 12 20 13 

22 12 22 12 22 13 

24 12 24 13 24 13 

26 13 26 13 26 14 

28 13 28 14 28 14 

30 13 30 14 30 14 

32 l つU 32 15 

34 12 

36 15 

己8 15 

A. は カシ煩その他常緑広葉樹〈シイ類・クスノキ・ヤブツバキ・サザンカ・ヒサカ

備 キを除く〉

B. は シイ類・クスノキ・その他落葉広葉樹

C. は ヤブツバキ・サザンカ・ヒサカキ

D. はマツ類

考 にそれぞれ適用する。
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V 調査結果とその検討

, A: 調査結果の、数値

1.択伐後の樹冠欝閉度

4前章で述べたように第工分地(弱度択伐区〉および第E分地〈強度択伐区〉について1939年の択伐実行

後の樹冠欝閤度を調査した結果は，次に示す第 5 表のとおりで，第 I 分地は 41 .4 %，第E分地は 26.8%

であ ~o

第 5 表樹冠欝閉度調査表

第 I 分地 く弱度択伐区〉 第 E 分地 (強度択伐区〉

樹亨径 1 1同数 1 1 側当事冠面積i 総旬開 樹冠炉 |個数 1 1 附fF面積| 総樹去F積
0:1 0.008 0:008 
。:2 0031 日:031
0:3 3 0071 。:213 0:3 2 0:071 0142 
0:5 5 0:196 0:980 。 :5 5 0:196 0980 
0:6 10 0283 2:830 0'6 4 0283 1:132 

0;7 8 0385 3:080 0:7 11 。:335 4235 
08 18 0503 9054 。 :8 9 0:503 4:527 
0:9 16 。 636 10:176 0:9 17 0636 10'812 
1:0 29 0:785 22:765 1'0 0:785 16'485 
l'l 24 。 950 22800 1:1 20 。:950 19000 

1:2 26 n31 29:406 1:2 17 1:131 19227 
1:3 21 1:327 27:867 1:3 17 1:327 22'559 
1:4 19 1:539 29:241 1:4 14 1:539 21'546 
1:5 19 1:767 33'573 1:5 18 1:767 31'806 
1'6 17 i011 34:187 L6 13 2'011 26:143 

1:7 15 2:270 34:0:::0 1:7 11 2:270 24:970 
1:8 20 i己45 50:900 1'8 15 2:545 38175 
� 13 2:835 36:855 1:9 7 2:835 19845 
2:0 23 3:142 72'266 2:0 15 3:142 47:130 
2:1 12 3:464 41:568 2:1 10 3:464 34640 

38;010 22 3:801 34:209 2:2 10 3:801 9 
2:3 9 4:155 37φ395 七戸3 7 4:155 29:085 
2:4 6 4:524 27:144 2:4 2 4:524 9048 
2:5 10 4909 49:090 2:;:' 11 4:909 53:999 
2:6 3 5:309 15 ・927 っ:6 2 5:己09 IO'618 

2:7 つ 5:726 11:452 27 4 5'72前 22'904 
2:8 6 6:158 36:948 28 2 6158 12:316 
2:9 3 6:605 19:815 2:9 2 6:605 13:210 
3:0 6 7:069 42:414 
3: 1 7:548 7:548 

3:2 3 8'042 24:126 
3:5 3 9:621 28863 3:5 9:621 9:621 
38 2 11:341 22:682 
4:3 14'5:22 14:522 
4:4 15:205 15:20己
4:7 17:349 17:349 5:5 23758 23'758 

1 
367

1 
870.340 

1
267 

I 

562:122 

m' % m' % 
欝閉度=樹冠面積雪十 =870.340=414

林地 l面積 2100.000 
欝閉度= 樹冠面積計

林地面積
562. 122 = 26.8 

2100.000 

備考残存本数と例数が合致しなし、のは樹冠が重複または連続したものはその程度に応じ適宜に l 例とし
て調査したためで‘ある。
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分地ごとの樹種別本数および材むi2. 

1939年 3 月および1955年10月の両調査時における5箇分地ごと〈抱護皆伐区はさらに抱護樹帯と皆伐実行

地ごと〉の伐採前・伐採木および伐採後の樹種別径級別本数および材積を前に示した炭材としての上位・

中位および下位の 3 つの樹極区分別に仕訳けしてその明細を表示すれば次の第6-27表のとおりでらる。

→己J商

第 6 ~ 27表にかかげた樹種の学名は，つぎのとおりで‘ある。ただし，樹種の配列は学名のアルファペ

ツト)l[fjによったもので，針葉樹は広葉樹のあとに配列した。

号|緊名品且
ー手・名和

ln spec1 e'8 tree of names scientific (The 

follows. ) as indicated are Tabks 6-27 

ぷ"
Cコ守主'fin 樹

(Scientific name) 

カ
モ
ネ
ハ
ヤ

θ

ア
ア
ウ
タ
エ
シ
ク
上

Camellia jaρonica LJNN. 

Camellia Sasanqua THUNB. 

C letlzra barbi nervi s 5mB. et Zucc. 

C orn1ls brachy jうoda C. A. MEy. 

Distylium rocemosum 5mB. et Zccc. 

Elaeagnus ρungens Tllcm. 

Eurya jaρonica THUNB. 

F icus erecta Tuum. 

Ficus erecta TFiuNB. var. Sieboldi KJNG 

Glochidion obovatum 5mB.εt ZUCG. 

llex i nteg ra THUNB. 

Li gustrum jaρonicum THUNB. 

P remna japonica MIQ. 

P rllnus J amasakura 5mB. , ex KOlDZ. 

Prunus sPinulosa SIEB.ιt Zucc. 

Qllercus acuta TlffiNB. 

Quercus glauca T且UNB.

Quercus salicina BLU)!E 

Raρanaea neriifolia MEZ. 

Styrax japonica SIEB. et Zucc. 

Vaccinium bracteatum THUNB. 

Xylosma japonicun A. GRH. 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
0

ノ

0
1
2

司
A
q
4
q
u
A

‘
戸

D
p
b

勺
J

只
U
O
J
T
A
-
-
ゐ

1
A
3
A
'
A
1
A
T

ム

1
よ

T
ム

T
A

つ
h
n
J
白
勺

4

キ

カ
ブ
キ
キ
ミ
キ
ワ
ワ
キ
キ
チ
ギ
ラ
ク
シ
シ
シ
ナ
キ
ボ
ゲ
計

。
、

,J 

ノ
モ
サ
ク
ガ
チ
ン
イ
種

ノ
ボ
ガ
カ
:
ノ

ロ
る
/
ヤ

ド
樹

シ

ビ

ノて

ン

ウ

ミ コミ

ノ

グ

カ

ピ

ヌ

(Specie'8) 

ミ
ク
ザ

、y

コ

イ

てr

ン

カ

フ

ラツ

イミン

コ

ヤ

ス

位

マノ

ス

キ

-l1ド

ヌ

ノて

ザ
ヨ

ブ

チ

ン
ズ
マ

ソ

ヤ
サ
リ
タ
イ
ア
ヒ
イ
ホ
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メ3
4コ

Castanopsis cusρidata 5口HOT'I' KY var. S i eboldi i NAKAI 

Celtis sinensis PERH. var. japonica NAKAI 

Cleyra jαρonica THUNB. 

Ehretia ovalifolia HASRK. 

Elaeocar�lls jaρoniçus 5IEB. et Zuoc. 

Eusιαρhis ja�onica KANI 'I'~ 

Ilex Buergeri MIQ. 

Ilex rotunda TIIUNB. 

Illicium religiosllm 5mB. Et Zucc. 

Machilus Thllnbergii 5mB. E:.t Zucc. 

1¥1eliosma rigida 5mB. et Zuoc. 

Michelia comρressa 5AR(l. 

1¥1 yrica rllbra 5IEB. E:t Zuoc. 

Pαsania glabra OER間二

Symρlocos kotoensis HAYA'I'生

Sym}うlocos lancifolia 51llB. et Zuco. 
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分地ごとの樹種別本数および材穫表

〈第 6 表~第27表〉

(注〉

本表のうち中位樹夜lのザツ欄 (41) にはマテバシイ (p' asonia edulis MAKINO)，ナナミノキ (1 lex

ρurpurea HARHK.)，下位拡穫のザツ欄日むにはアオキ (Aucuéa jaρonica THUNB.)，アカメガシ

ワ (Mallotus jaρonicus MUELL. ARO.) を掲上した。
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前の樹種別・径級別本数および材積表 単位本数は本，材1':1はが

まずぽ吉町すぱすぱfldifiすす府首fli「古iHU十議
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後の樹種別・径級別本数および材1'11 表 単位本数は木，材積はmち

ます|訴すlffltfぽ子百ifl討すiiitiilti7flz-lV
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):j'~ 10 表 昭和 30 il二(1955qつ訓査)'1': 1 分士山の伐採

樹 fiIT I No. I 本数2|l c村Zm11 1|1 木1攻4|I cR付mi 1|| ホ数6|| c材的m 1|| 本数811 c材4m7i l|| 本吹1 0|| c材積m |』 木数1 2|| c竹:m11t1 |内1数14|| 符税刊I木数1 材税cm 
ヤ ブ 、、J ノミ、 キ 110 0:1100 3010i2580 3 0:0540 
-庁 ガ烏 ン カ 2 105 。:1050 521 0,1716 131 0!1l18 0,0180 

ヨ ウ ブ 3 
ク 「、 ノ 〈二 ズ キ 4 II 0'0125 
イ ス ノ キ 5 10 00100 6' 0,0312 11 0,0125 6 。:1440
ア 丘二 ゲ ミ 6 
ヒ サ カ キ 7 52 0.0520 301 0.0990 31 002'58 
イ ヌ ピ ワ B 22 00220 4100168 21 0,0250 
ホ ソノイイ ヌ ピワ 9 
カ ン コ ノ キ 10 
モ チ ノ _-\二 11 2 00020 51 00260 21 0~0.250 0:0240 2: 010800 
ネ ズ と モ チ 12 14 0,0140 71 00364 41 0:0.500 2 。，0480
ノ、 • 、 ク サ ギ 13 0,0010 
ヤ で芝 ザ ク フ 14 

ン ボ ク 15 9 00090 41 00208 51 0:0625 3 0,0720 1: 010400 11 00820 
ア カ ガ シ 16 2 00020 21 0,0104 2 0,0480 11 0:0820 
ア フ カ 三、ノ 17 日日 00800 341 01768 341 04250 28 0:6720 1 0 0~4000 6! 03720 11 0,0820 
ウ フ

i、ノe ロ カ‘ 〉ノ 18 7 00070 2 0.0104 4 00邑 00 3 007201 3 011200 I1 00620 21 0:1640 11 01150 
タイ ミンタチノてナ 19 00010 1, 01040() 

ー. 

て仁: コ. ノ キ 20 00010 00042 00125 2 0:0540: I1 0,0620 
三、ノ ヤ シ 斗， 、ー'ノ d一Jμ、p 21 4 0,0040 
ク ス ド イ ゲ 22 。.0010 00052 
上 ナ対 事立 421 0:4210 220 08464 100 1:0706 51 1 ~2060I 17 0:6800 81 04960 51 0:4100 11 0:1150 

ス夕、クイ(イタツイ〉 23 8 00080 5 00210 3 0.0375 00270 
ニL ノ キ 24 
サ カ キ 25 
チ シ ヤ ノ キ 26 
コ ノて ン モ チ 27 
コ。 ン ス 28 日:0010 3 0,0810 
シ イ モ チ 29 17 00170 18 0.0936 9 0,1125 6 I1 0.0820 
ク ロ ガ ネ モ チ 30 28 0:0280 7 0.0364 5 0:0625 4 009601 3, 011200 
シ キ ミ 31 
タ ブ P キ 32 9 0:0090 10 00520 11 01375 4 0:0960: 21 0:1240 31 0,2460 11 01150 
ヤ • 、 ビ ワ 33 107 01070 49 02548 13 。 1625 5 0, 12001 2~ 010800 11 0:0620 
オ カ、 タ て7 / キ 34 0,0010 0,0052 
ヤ 竺7 モ モ 35 

ー-
: 

エノ ブ カ ガ 三、ノ 36 
~ ミ ス ノ f イ 37 7 00070 11 00572 4 0.0500 0:0240 
シ ロ ノて イ 38 0:0010 
カンサゃブロウノキ 39 18 。:0180 5 。 0260 2 00250 
サ 、ノ コや ジ ニエ 40 0:02401 1 ~ 010400 
ザ 、y 41 4 00040 0.0052 

位 t:(H 事n 201 ぴ2010 107 0.5514 47 o ~875 25 0:61201 1 0: O~4000 3101860 41 0:3280 11 1);1150 
' 

カ コ. ノ キ 42 
ネ i、 / キ 43 : 

ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 

ク 45 
ツブラツイ (コジイ〉 46 

ク ス ノ キ 47 
ヤ フ

、y ケ イ 48 
ニエ ス リ ノ\ 49 
ヤ マ ガ キ 50 

キ ワ ガ キ 51 
ア オ モ L、/や 52 
アオガシ(ホソパタブ〕 53 

ヌ ガ ユ、ノ 54 
士ノ ロ 1/ モ 55 
ヤ て7 ノ\ ゼ 56 
ク ロ キ 57 
ク ロ ノイ イ 58 
カラスザンショウ 59 
イ ヌザンシヨ ウ 60 
イ ヌ ガ ヤ 61 
アカマツ・クロマツ 62 
ザ 、y 63 
下 位 樹 種

Z口L 622 06220 327 1:3978 147 16581 7618180271 110800 II[ 06820[ 9[ 07訓 2i 02300 
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後の樹種別・径級別本数および材積表 単位本数は本，材積はm3

:,8 ,C:n I_:,O Lm I}~ 仰 1_}4 ，c~ !},6 ，c~ 1?8 cm 1 _3,0 cm 日乙三竺乞1_34 cm I~~~空L11i竺|

川厨宮町τ厨1T厨τ厨1Z!訂τ|事|話闘I12i 話 12| 話 I-~l 話
215! 06596 
1711 0:4064 

11 0:0125 
231 0:1977 

85 0:1768 
28 0:0638 

12 0:1570 
27 0:1484 

00010 

23 0:2863 
7 0:1424 

193 2:2078 
11 01410 11 03240 25 1:0654 

2 0:0410 
61 0:1337 
41 0:0040 
21 0:0062 

11 0:1410 ~C 825 5:7100 

11 0:1550 18 0:2切~85

且

41 0:0820 
55 0:6091 
47 0:3429 

40 0:7795 
177 0:7863 
2 日:0062

23 。0;i0103810 2 

25 0:0690 
2 ι 0:0640 
5 0:0092 

11 0: 1550 399 3:13-59 

: ‘ 

‘ -、‘ 

‘ -‘ 

21 02960 11 03240 1, 224 8:8459 



:_ 116 ー

樹 種

ヤ プ 、y ノて キ

サ ザ ン カ

リ ヨ ウ ブ
ク てF ノ ミミ ズ キ
イ ス ノ キ

ア キ ゲ ζ 

ヒ サ- カ キ
イ ヌ ビ ワ

ホ ソノてイ ヌ ピワ

カ ン コ ノ キ
モ チ ノ キ
ネ ズ ミ モ チ
ノ、 守、 ク サ ギ
ヤ マ ザ ク フ

リ ン ボト ク
ア カ ガ 士ノ

ア フ カ 三、ノ

ウ フ L、/ ロ ガ エノ

タ イ ミンタチバナ
ニc コ. ノ キ
乙、ノ ーヤ シ ヤ ン ボ
ク ス ド イ クr

上 位 樹 種 言十

スダツイ〈イタジイ〉
エ ノ キ
サ カ キ
チ シ ヤ ノ キ
コ ノて ン モ チ
コ. ン ズ イ
、J イ モ チ

ク ロ ガ「 ネ モ チ

シ キ ミ

タ フ ノ キ
ヤ てr ヒ、 ワ

オ うま タ マ ノ キ
ヤ マ モ モ
シ ブ カ ガ「 ユノ

~ ミ ズ ノて イ
シ ロ ノて イ
カ ンザブロウノキ
サ ン コー シ、、ノ, ニエ

ザ ツ

中 位 j悩 題

キ
キ
ブ
リ
〉
キ
イ
ハ
キ
キ
ツ
〉
シ
モ
ゼ
キ
イ
ウ
ワ
ヤ
ツ
ツ
汁
川

キ
イ
シ
吋
ソ
J

ア
令
/
ヨ
ヨ
マ

1
u

キ
コ
イ
ガ
パ
ノ
ロ
極

ノ
ノ
サ
〈
ノ
'
リ
ガ
モ
ソ
ガ
ダ
ハ
パ
:
シ
ガ
'

ラ
イ

t

ホ
ン

5

ム
フ
(
口
一
ン
・
山
間

一
・
3

ニ
シ
サ

p

ゴ
ム
が
ラ
ス
ズ
マ
ォ

f
ヌ
ロ
マ
ロ
ス
ザ
ヌ
っ

ラ

f

キ

1
e

カ
位

ム
ブ
ご

'
f

ラ
ヌ

r

ブ
:
て
合

カ
ネ
ヤ
ク
ッ
ク
ヤ
ユ
ヤ
ト
ア
ア
イ
シ
ヤ
ク
ク
カ
イ
イ
ア
ザ
下

林業誌験場研究報告第 106 号

lNo 闘す財??財??i計官可すすすぱすぱf

l; 



薪炭林樹，@改良試験地 C長崎県西彼杵郡大瀬戸防〉の調査研究報告第 I 報 〈小幡〉 -i17~ 

木の樹種別・径級別本数および材稲表 }巨位本数f:l:.本，材積f:l:.m3

18 cm 1 20 cm 1 22 cm 1 24 cm 1 26 cm i 28 cm' 30 cm 1 32 �1lZ 1 34 C;)1 1 36ιm 1 38 cm 1 ;:-1 

萄す厨干萄11到fl百τ亙τ;Z75lzτ|萄15厨τ|罰百ーは|益
20 00886 
111 00575 

31 0,1222 
51 0:2030 

1 I 101 0:0374 
51 0,0050 

121 0,0852 
I1 0:0010 

11 0'0125 
31 0:0156 
71 0,0785 

11 02210 11 0,2580 11 03240 45 2:1966 
3 0,0582 

0:0125 

11 02210 11 02580 11 03240 127 2,9688 

11 0:155C 21 0,1820 
11 0:0270 

11 0:0010 
: 

131 0:2242 
810:1172 

21 0,2820 11 01700 41 0'8840 21 05160 11 03240 471 2白4766

101 0:0675 

41 0:2105 

21 0'0365 
I1 0'0125 
91 0:0415 
21 0[0135 

31 0:4370 11 0:1700 41 0β840 21 05160 I1 03240 100 3:4100 

21 0:0062 

31 0'0030 
4 

11 01550 11 0,2210 11 0'2810 11 03240 866 20'1001 
, 冒

43 1:0839 
31 0:0375 

241 0:1658 

11 0'0010 

410'0155 
510:0146 

241 0: 1426 

1・

11 01550 11 02210 11 02810 11 03240' 975 21'5702 
41 05920 11 0']700 61 ]:3260 41 10550 31 097201 I 1, 202 27:9490 



-118- 林業試験場研究報告第 106]号

-
n
U
ハ
U
ハ
u
n
v
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U

一
民
d
k
u
n
u
n
u
n
U
民
υ
n
u
ζ
υ
ハ
U
K
υ

採
一
一
旦
材
松
一
日
日
必
必
匁
お
必
は
泌
的

一
一
一
一
0
0
0
0
0
4
0
0
4
5

3
叫

=
'
b
一
I
l
l
i
-
-

主
l
一
本
数
一
4

リ

-
4
4
8

矧
4
1
1
1
1
1
-
-
-
-
H
d
d
|

一
一
一
一
ハ
U
ハ
U
n
u
n
v
n
u
n
U
ハ
U
n
U

の
二
m
一
オ
J
A
一
口
お
む
同
刀
お
門
刊
は
山

=
王
事
平
一
2
2
1
4
2
2
1
4

治
二
4
一
I
l
l
-
0
0
0
5
0
0
6
6

1
=
l
一
ご
t
一
a
l
i
l
i
-
-
司
i
l
l
1
1
1
J
d
i
d
-
U
寸
叶
2
7
0

一
一
1
H
E
l
l
-
-
ー
!
l
i
-
-
6
1
1
1
1
6
7

竺
一
一
一
m
i
-
-
J
ぺ
|
叫
却
川
叫
l
|
川
町
叫
羽
一
川
I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
4

勺
l

羽
叫

=
m
一
法
的
一
6
6
4
6
4
5
2
9
8

印

F
U
C

I
=
c

一J
F

一
:
o
o
j
0
2
O
i
-
-

ヨ

1
1
1
1
1
3
:
:
j
i
l
-
-
1
0

汁

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
:
:
5
1
6
2
1
1
1
0
:
4
1

1
=
一
一
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
υ

内
U
4
n
u
n
u
4
5

:
=
2
一
I
l
-
-
「
l
l

一
一
l
z
t
←
l
l

出
1
I
H
-
-
引
I
l
l
l
J

別
I
l
l
i
-
-
-
4
4
寸
叶
I
l
l
i
-
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
I
H
-
-
4
4
叶
勺

笠
一
日
同
一
l
i
l
i
-
-
-
6
7
8

=
一
一
d
i
l
l
o
o
q
a
d
i
-
4
I
l
l
1
J
q
I
l
l
i
-
-
-
-
q
4
q
I
l
1
1
1
I
l
l
i
q
-
-
l
i
l
1
1
1
川
司
刈
l

=
←
一
0
0
0
5
0
0
5
5
0
0
0
5
0

査
一
一
仰
一
M
E
H
l
j

叩

m
i
l
l
-
-
日
}
加
。
凶
l
i
l
-
-
m
i
l
l
i
l
i
-
-
目
白
川
川
ー
;
;
;
:
却
6
1
1
j
;
四
円

一
一
一
一
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
C
4
5

1
0

士o
r
1
l
a
-
-
-

訓
一
三
本
数
一
件
|
|
斗
1
1
4
4
4
1
4
1
1

川
I
l
-
-

刈
引
け
I
l
l
i
-
-
剖
1
1
-
-

叶
吋

ー
ゾ
=
一
つ
U
o
o
d
，
川
1
|
ω
ー
ー
l
q
|
川
「
I
l
l
l
A
-
1
-
-
o
け
叶
l
i
l
i
-
-
-
J
叫
バ
「
|
|
l
o
l
l
i
-
-
-
-
J
叫
1
1
1
1
1
1
1
q
α
I

T
-
-
一
一
8
4
4
8
4
4
2
3
0
4
7
3
1
A
7
6
7
6

m
m二
竺
材
約
一
一
山
田
U
M
u
m
i
-
-

円
:
M
A
叫
由
。
明
。
円
山
お
U
t
I
l
l
i
-
-
:
ー
幻

j

ロ
卯

町
山
=
」
一
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
2
3

l

i

l

l

-

-

三
一
i
一
本
数
一
1
1
1
2
1
2
田
町
1
1
4
1
1
1
1
m

円
山

1
9
1
1
1
1
-
-
叫
叫
l

a
l
-
-
一
一
5
6
5
5
|
剖
ω

ー

-
q
叶
寸
l
u
-
-
q
5
5
|
川
1
J
司
叶
汁
|
O
|
I
l
l
u
-
-
剖
l
l
ー
剖
|
剖
川
引
d
i
l
i
-
-
-
-
剖
l
l
1
1
1
d
l
I
l
l
-
1
司
4
d

叫I

d
-
-
一
一
2
8
2
7
2
5
5
2
6
5
2
2
5
2
2
5
2
7
2
2
0
2
5
Z
2
2
C
3

L
二
畑
一
材
川
山
一
1
1
1
1
1
1
川
山
I
l
-
-

叩
;
川
町

ω
1
1
1
1
U
出
白
山
引
m
u
m山
山
向
山
山
l
j
山
!
山
i
b
i
l
i
-
-
l
i
m
叩
川
削
m句
川
仰
!
1
0
9
m
o
-
-
M
山:ω

お
出

1
-
一
一
一
一
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
2

1
一 6

ぼ
明
円
什
川
川
川
川
崎
司
川
川
司
べ
川
川
ぺ
川
川
川

1
1
ペ
ベ
パ
川
門
1
1
川
ハ
川
1
1
J
判

問
一
一
一
一
2
5
2
1
2
2
8
2
2
剖
円
副
|
|
削
引
ぺ
|
州
つ
|
創
ー
ー
引

B
へ
叫
割
引
判
|
|
|
「
|
吋
叫
I
l
i
-
-
4
1
1
1
1
1
1
1
1
6
8
2
2
2
4
4
1
1
1
1
1
1
1
4

ォ
2
1

1
=
1
「
I
r
-
-
2
2
9
3
4
7
0
7
5
6
5
2
1
7
2
8
6
7
5
7
7
5
5
5
8
9
5
5
4
6
2
0
2
5

=
町
一
外
S
E
-
-
8
0
2
0
5
2
3
0
3
1
1
3
6
1
0
4
5
0
6
5
0
0
6
4
7
0
0
0
3
6
1
5
8

=
壬
I
4
1
一
l
o
i
-
-
1
1
1
0
0
S
o
l
i
-
0
0
4
0
1
1
0
0
1
i
9
1
1
0
0
1

刀
1
3
0
1
0
0
:
o
o
-
-

・:
l
l
i
l
♀
I
l
l
i
-
-
'
o
o
-
-
3
0
1
0
0
O
I
l
i
-
-

。

!
l
i
j
t
o
o
t
-
-
-
0
5
7

一
一
一
一
n
u
n
u

“
u
n
u
n
U
ハ
U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
ハ
U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

円
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
-
-

ζ
=
4
オ
J
l
l
一
I
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
l
1
1
1
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
i
l
l
1
1
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
i
1
1
1
1
l
l
l
l
1
l
l
1
1
l
l
1
1
1
1
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
I
1
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
1
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
|
1
1
1
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
|
l
l
l
l
l
l

一
一

=
τ

ト
均
三

4
5
1
7
1
1
4
1
1
4
3
3
6
1
3
2
9
l
1
4
3
1
i
1
1
2
3
P
I
l
-
-
7
2
2
6
9

一
一

-
H
t

一
3
2
2
1
1
8
1
1
1
1
5
8
1
1
2
8

T
I
L
I
-
-
ι
2
1
3
 

2
=
-
ゴ
川
d
i
l
-
-
川
「
-
q
d
o
|
α
川
叶
|
|
|
α
-
-
q
d
l
J

叫
q
d
，
川
1
|
α
l
o
-
-
什
叫
川
1
J
叫
バ
「
I
q
-
-
q
ー
バ
叶
|
|
|
α
I
l
l
-
-
バ
「
-
q
川
1
|
l
i
q
-
-
-
q
川
刈
α
-
-
q
川
刈
l
I
l
l
i
-
-
α
バ
叶

1
=
一
i
l
l
-
6
6
8
7
6
1
6
3
1
2
8
5
7
2
8
6
2
6
7
8
1
1
3
3
7
0
3
1
4
8
6
1
1
2
6
1

一
一
昭
一
寸
J
H
H
一
4
9
3
2
0
0
0
1
5
2
0
0
0
0
2
0
0
0
1
0
5
0
D
I
D
-
6
1
0
0
0
0
0
l
h
5

5
=
川
一
平
東
一
1
0

・0
1
0
1
O
D
i
-
-
0
0
0
0
1
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
j
i
p
i
-
-
q
:
;

氾
a
i
-
-
九
:
i
l
I
l
o
i
-
-
-
O
G
i
l
e
-
-。
旧
旧
旧

0
9
1
1
1
1
7

屈
は
内
=
正
一
一
0
0
0
0
0
0
0
0
0
α
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
D
O
G
O
O
D
O
G
G
O
-

2
1
U
「
引
m
i
-
-
d
q
l
引
叫
1
M
判
司
I
l
l
u
-
-
刻
凶
「
1
引
引
オ
訓
可
|
ω
|
|
剖
ー
ー
ー
利
引
1
|
引
け
1
1
4
1
J
引
l
l
剖
|
|
|
引
っ
i
l
i
d
-
-
判
H
I
-
-
4
-
-
-
4
4
川

1
1
J
H
2
1
1
1
1
1
-
-
J
q
H

寸
芥
釘
一
4
9
3
2
1
5
1
2
1
5
1
0
1
6
1
1
1
5

i
i
「
H
i
l
l
i
-
-
l
i
l
l
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
l
I
l
l
i
-
-
h

ド
I
l
l
i
-
-
-
-
-
K
V
I
l
l
i
-
-
I
l
l
I
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
L
H
i
l
l
i
-
-
P
I
l
l
i
-
-
I
l
l
l
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ド

h
ド

o

一
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
7
9
0
1

尚
一
1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
H
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
h
5
5
5
6
6
6
6

一
キ
カ
ブ
キ
キ
ミ
キ
ワ
ワ
キ
キ
チ
ギ
ラ
ク
シ
シ
シ
ナ
キ
ボ
ゲ
計
〕
キ
キ
キ
チ
イ
チ
チ
之
キ
ワ
キ
モ
シ
イ
イ
キ
ユ
ツ
訂
キ
キ
ブ
リ
〉
キ
イ
ハ
キ
キ
ツ
〉
シ
モ
ゼ
キ
イ
ウ
ウ
ヤ
ツ
ツ
訂

随
一
ィ
ノ
キ
イ
ブ
ヨ
マ
計

1
一
ス
ビ
ガ
パ
ン
ツ
モ
ノ
ガ
て
ノ
シ
ジ
ケ
タ
]
ヨ

一
パ
ノ
モ
サ
ク

L

イ
紅
タ
ノ
モ
ノ
ク
ッ
組
ヰ
コ
ガ
パ
シ
口
祐

一
ン
ウ
ノ
グ
カ
ヒ
ヌ
ノ
ボ
ガ
カ
ヲ
ノ
イ
ズ
モ
ノ
ピ
モ
パ
ノ
ノ
ザ
(
ノ
リ
ガ
モ
ソ
ガ
ダ
ハ
パ
シ
ガ

7

一
ミ
ロ
旨
ヤ
〔
ネ
マ
カ
ロ
ラ
イ
ッ
ホ
ン
ヲ

一
ツ
イ
コ
ミ
ク
ザ
:
ド
樹
イ
ノ
カ
ヤ
ン
キ
ズ
"
ゴ
樹
ム
ヲ
(
ロ
ド
ン
・
樹

一
ノ
ジ
ン
ン

n

タ
ブ
フ
斗
ジ
ニ
シ
サ

一
ー
ガ
一
ザ
ヨ
ス
キ
サ
ヌ
パ
チ
シ
カ
ラ
ゴ
ジ
ン
イ
ブ
マ
マ
ロ
ザ
ゴ
ム
が
ラ
ス
ズ
マ
ォ

f
ヌ
ロ
マ
ロ
ス
ザ
ヌ
ぃ

一
ブ
ン
ズ
マ
マ
え
ス
立
ン

T
F

己
，
シ
位
ラ
事
キ
丈
マ

ー
一
マ
ラ
ヤ
{
台
ノ
ロ
カ
リ

樹
一
ソ
イ
タ
ン
九
ブ
オ
ラ
ヌ
カ
合

ヤ
サ
リ
ク
イ
ア
ヒ
イ
ホ
カ
モ
ネ
ハ
ヤ
リ
ア
ア
ワ
タ
エ
シ
ク

K

ス
エ
サ
チ
コ
ゴ
シ
ク
シ
タ
ヤ
オ
ヤ
シ
ミ
シ
カ
サ
ザ
中
カ
ネ
ヤ
ク
ッ
ク
ヤ
ユ
ヤ
卜
ア
ア
イ
シ
ヤ
タ
ク
カ
イ
イ
ア
ザ
下



薪炭林樹種改良試験士山(長崎県西彼杵郡大瀬同町〉の調査研究報告 第 I 報 〈小幡う '----119 ー

n
u
n
u
n
U
 

A
A
4

‘

A
品

η
，
a

吋
J
n
J

n
o
n
d
q
u
 

n
u
n
U

ハ
U

l

-

-

円
U

ハ
U
n
U

L
U
A
U

〆
。

ハ
u
n
u
n
U

FO

,b/b 

n
u
n
u
n
u
 

nノ
L
n

ノ
ム
つ
レ

i
 

n

u

n

u

n

u

n

U

 

1
1
1
i

ペ
ノL
n
ノ
ム

フ
μ
勺
4
A

ゐ

4
a

2

2

4

4

 

ハU

ハu
n
U

円
U

ー

1

ム

1
1

ペ
ノ
ゐ
つ
ム

j

l

 

n
u
n
u
n
u
n
U

ハ
U

7
A
A
竺

n
c
n
y
Q
J

5

7

1

4

4

 

n
u
n
d

つ
ム

f
o
r
b

っ
“
n
u
n
u

つ
ゐ
ハ
4

-

l

 

1

2

1

4

4

4

 

1

1

1

 

1

1

1

1

1

 

ハU
U
ハH
U

ハH
V

ハH
u
n
u
u

ハ
U
F
h
υ
R
υ

ハ
U
n
U

ハ
ノ
ム
〆O
K
υ
4
4
A
3

hJ4

‘

1AnonO 

3
0
1
o
l
-
-
1
!
4
A

小

判
引
川
|
|
針
凶

η
ノ
ム
ペ
ノ
白

前の樹硲別・径級別本数および材干l~ 表 単位木数l土本，材慣はm3

在臼|汀iaT|斤|日目汗日日汗ヨミz

11 



-120ー 林業試験場研究報告第 106 号

採

=
m店
柏
一

伐
一
凶
荒
制
一
ー

の

=
m一f
H
1

一

=
c

亡
陀
~
町
u
一

一
一
一
ふ
か
仙
d
I
4
p
t
一

地
主
「
|
「
l
i
l
i
-


=
l
一
本
数
一

分
竺1
1
1
i
i
i
l
i
i
l
1
!
1

」t
1

」l

」
寸
寸

|
|
|
|
|
|
1

勾

d

却

一
一
川
一
材
柏
一
防
防
白

H比
一ι
一
一
l
j
I
l
l
i
-
-
1
l
i
l
i
-
-
;
I
l
l
i
-
-
-
i
1
0
0
0

=
勺
/
ゐ
「
l
i
-
-

←h
1
I
l
i
-
-
I
l
i
l
1
1
1
1
1
1
i
!

第
一
一
川
直
直

I
l
l
-
-
-

=
一
1
1
1

→1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
-
-
q
I
l
l
1
0
l
q
l
d

=
一
一
寸

J

吋
l
M
1
d
n
u

査
二
湘
一
材
積
十
日
即
日
出

=
，t
一
「
i
t
i
t
i
l
-
-
;
I
l
l
i
-
-
l
i
l
l
1
1
1
1
i
c
-
-
-
0
0
0

・
H
N
H
V
=
ハ
U
「
l
i
l
i
-
-
ー

ヱ
I
R劉
寸i
l
l
-
-
4
J
4
l
8

〉
=
1
1
l
J
I
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
川
つ
|
|
|
叶
叫
l
川
「
l
o

一
一
一
-
一
B
7
5
5

州
一
一
竺
材
稲
一
位
回
目
白

《
‘
ニ

C

一
;
ー
一
i
i
j
l
i
l
-
-
j
i
-
-
i
j
ι
ι
i
i
j

Q
υ
=
一
一
;
;
n
u
n
u
n
U
1

ハ
U

白
河U

一
一
一
一

ο
=白
羽
劃l
i
l
i
-
-
-
-
-
d
l
I
H
-
-
刻
|
|
|
お

手
=
「
|
|
一
l
i
l
i
-
-矧|
|
1
4
d
ー
ー
円
|
|
叫
I
l
-
-

。

一
一
一
i
:
i
一
つ
』
つ
ム
民
υ
k
υ
R
u
k
υ

=
m
一
防
防
一
日
1
2
2
7
7

=
ι
4
F
ー
一
ー
ー
:
i
l
l
i
t
-
-
i
j
o
l
l
i
-
-
J
5
0
0
5
1
5

U
一
一
一
一
I
I
I
I
l
l
i
-
-
i
l
l
i
c
i
t
-
I
l
l
-
-
0
0
0
0
1

。

一
一
〆
O
τ
I
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
I
l
l
i
-
-

1
二
一
本
数
一
1
4
4
l
a
-
-
ω
I
l
-
-
μ

叩

1

-

1

 

事
二
一
一
1
2
3
一
ー
i
J
q
|

剖

6
1
8
J
q
叶
ぺ
ー
ヰ
吋
「
|
司
I
l
-
-
J

訓1

昭
二
一
一
2
n
q
2
9
5
6
0
5
4
0
7
7

認
否
積
一
:
1
i
M
I
l
l
白
引
旧
白
引
m
m
u
η
η

=
正
一
一
o
o
v
J
i
l
o
-
-
I
l
o
l
l
i
-
-
o
l
i
o
O
0
.
0
1
0
9
9

什M
e
l
i
-
-
G
i

主
4

打
U
Z
u
-
-
4
1
d
ー
ー
司
d
l
l

列
川

l
H
4
J

ぺ
-
-
-
4

二
五
刺
2
3
2
1
7

ロ
ロ

3

ニl

」
B
I
l
l
寸
q
刊
つ
|
|
l
q
1
J
叫
叶
川
l
o
J
U
I
d
-
-
q
川
叶
|
叶
刈
川
可
|
川
刈
I
l
l
-
-
J

叶

1
一
一
一
一
日
0
6
2
2
2
4
5
4
1

‘

1
3
8
8

5
-一
川
一
材
積
一
:
四
一
向
1
l
e
i
-
b
i
-
U
l
m
i
l
l
i
-
-
-
m
i
m
l
j
j
m

印
叩
j
m
∞
:
む!
I
l
l
i
-
-
P

笠
矛
ニ
t

一
一
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
寸
J
J
寸
剖
川
1
1
1
A
1
1
斗
d
i
l
-
-
勾
4
|
|
!
司
1
4
J
汁
|
川
司
|
剖
!
ー
ー
ー

一
本
数
一
9
5
2
2
3
8
回
目

・
一

-
2
3
L
5
F

コ

7
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
4
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

尚
一
1
2
3
4
5
6
7
8
l
l
l
l
l
l
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
8
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6

一
キ
カ
ブ
キ
キ
ミ
キ
ワ
ワ
キ
キ
チ
ギ
ラ
ク
シ
シ
シ
ナ
キ
ボ
ゲ
計
〉
キ
キ
キ
チ
イ
チ
チ
ミ
キ
ワ
キ
モ
シ
イ
イ
キ
ユ
ツ
計
キ
キ
ブ
リ
〕
キ
イ
ハ
キ
キ
ツ
〉
シ
モ
ゼ
キ
イ
ワ
ウ
ヤ
ツ
ツ
朴

種
一

f

ィ
ノ
キ
イ
フ
ヨ
マ
計

一
ー
ズ
ノ
♂
シ
ツ
ケ
タ

、
ー
ズ
ガ
ン
シ
モ

F

ガ
、

一
バ
一
ス
ノ
モ
サ
ク
チ
イ
種
タ
ノ
モ
パ
ウ
ツ
種
キ
コ
ガ
パ
シ
口
組

一
ン
ウ
ノ
グ
カ
ピ
ヌ
ノ
ボ
ガ
カ
ノ
イ
ズ
モ
ノ
ピ
モ
パ
ノ
ノ
サ
〈
ノ
リ
ガ
モ
ソ
ガ
タ
ハ
バ
シ
ガ
7

一
己
ロ
タ
ヤ
〈
ヰ
マ
カ
ロ
ラ
ツ
ホ
ン
占

一
ツ
イ
コ
ミ
ク
ザ
ド
樹
イ
ノ
カ
ヤ
ン
キ
ズ
ゆ
ゴ
樹
ム
イ
ワ
(
ロ

f
ン
・
樹

一
ノ
ツ
ン
シ
ガ
タ
ブ
ブ
・
ニ
ザ

一
ブ
ザ
ヨ
ノ
ス
キ
サ
ヌ
パ
チ
ン
カ
ラ
、
ゴ
リ
ン
ノ
て
ン
イ
ブ
マ
マ
ロ
ザ
ゴ
ム
料
ジ
ス
ズ
マ
オ
)
ヌ
ロ
マ
ロ
ス
ザ
ヌ
ツ

一
ブ
マ
・
ズ
マ
マ
ラ
ミ
ヤ
ス
位

-
P

ノ
ロ
ガ
リ
ミ
ン
位
ラ
ラ
ブ
キ
カ
マ
位

樹
一
て
ソ
イ
タ
ン
ム
ブ
オ
ラ
ヌ

一
明
フ

2
A
n

ヤ
サ
リ
ク
イ
ア
ヒ
イ
ホ
カ
モ
、
不
ハ
ヤ
リ
ア
ア
ウ
タ
エ
シ
ク
上
ス
エ
サ
チ
コ
ゴ
シ
ク
シ
タ
ヤ
オ
ヤ
シ
ミ
シ
カ
サ
ザ
中
カ
ネ
ヤ
ク
ッ
ク
ヤ
ユ
ヤ
ト
ア
ア
イ
シ
ヤ
ク
ク
カ
イ
イ
ア
ザ
下



薪炭林樹種改良i試験地(長llilii県西彼杵郡大瀬戸町〉の調査研矢報告 tfn 報 ω、幡〉 -121-

後の樹種別・径級別本数および材桜表 単位本数は本，材積はm3
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2f-� 15 友 H付和I 30 年(l955ir)剥査第 H 分地の伐採

樹 郡 I No. I討す闘す防??財??iすすぱすれ背if
ヤブツノてキ 1 1 531 0 ,05301 591 0: 19471 441 037841 61 0: 10801 31 00930 
サザンカ 2 1 621 0:06201 271 008911 91 0 077 41 21 0 ， 03ιo 
リヨウブ 3
クマノミズキ 4 1 1 : 1 1 1 1: 1 11 0β620 
イスノキ 5 1 101 001001 141 0:07281 101 0~12501 81 0:19201 11 004001 11 0:0620 
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ウラヲロガシ 18 1 21 000201 21 0:01041 21 0:02501 1 1 21 008001 I1 00620: 11 008201 11 0115C 
タイミンタチバナ 1? 1 1 :~~_J 11 0:gO~2 
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クロガネモチ 30 1 91 0:00901 21 001041 31 0:03751 11 002401 1: 1 1 1 1 

シキ己 31 1 1 :̂̂_J 1 i 
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ヤマモモ 35 ・ 1 
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クスノキ 47 1 21 og~~~1 131 0:05461 161 020001 161 0:43201 51 022501 -;;1 03:72(J1 11 ﾓ 09101 il 0 1150 
ヤブニッケイ 48 1 21 0:0020 
ユズリハ 49

ヤマガキ 50
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アオモジ 52 1 11 000101 41001681 310:03751 : 
アオガシ(ホソパタブ) 1 53 
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一 12fi ー

前の樹種別・径級別本数および材:rl1 表 単位本数は本，材硝はrn3

閉すず討肘討!討す間創立す障す|#ぱ喜一
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後の紛種別・径紋別本数および材干~'i 表 単位本数は本，材ねえはm3

王子訂正|討昨日行肘目時計岡山
ー 169 。18251

93 0:2154 

: 

44 0:5018 

47 0:0836 
25 0[0282 

' 
I1 0:0010 

81 0:1004 
141 0:0454 
11 0:0042 

I1 �:l410 67 0:7166 

i3361 
a 

220 
11 0:3240: 81 0:5782 

131 0:3329 
51 0:0249 

11 0:1410 11 03240 709 5:7938 

11 0:0042 

11 0.0052 

: 
21 0:0250 
41 0:0281 

I1 oioOlo 
61 0[0301 

21 0:Dl04 
171 0:1040 

‘ 

・・
t 

$ 事

‘ 

. 

I1 01410 726 5:8978 



-128 ー 林業試験場研究報告第 106 号

tf} 17 '1之 1111不11 30 年(1955qっ訓査f;f'j n 分地の伐採

樹

ヤ ブ 、y ノて 」二

サ サ、 ン 7J 2 

リ ヨ ウ ブ 3 
ク て7 ノ 、、 ズ キ 4 
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ア ゲ ミ 6 
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ホソノてイ ヌ ピワ 9 
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ノ、 • 、 ク サ ギ 13 
ヤ マ ザf ク フ 14 

ン ボ ク 15 
ア カ ガ シ 16 
ア フ 7J L、ノ 17 
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木の枝J 極別・任紋別オ:数および材紅i 表 l]i.位本数は本，材fi\l，土m3

18 cm I 20 cm I 22 cm I 24 cm I 26 cm 1 28 cm 1 30 cm 1 32 cm 1 34 cm 1 36 cm 1 38 cm 1 汁

調-玄関15厨T町喜一|訂話-厨i町τ厨I厨豆町下町引を|話
21 0'0020 
71 0'0491 

I1 0 旧悶6。O 却
41 0:0086 
31 0:0062 

41 0:0124 
51 00218 

91 00833 

I1 01410 1101700 73 25967 
41 01222 
I1 00052 
81 0:0843 

I1 01410 I1 01700 121 3:0538 

4 0,0530 

61 0:0531 
131 0:0214 
151 0,0809 

521 0}442 
::;81 0:1953 

+ 

31 0:0114 
31 00114 

241 0'0733 

178 1:2440 
・・

11 0,0010 

0:0010 
5 。'2410

31 04650 11 0,2810 953 21:9359 
21 03100 62 1:8016 

21 0'0020 

281 0:3278 
81 0:0553 

オ
41 00332 
I1 00010 

271 00690 
51 0,1095 

5[ ~ :75~1 ~I ?~~I?i ー l , 097l24m3 
61 09160 11 01700 1¥ (I?810i 1,396i28i8761 
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樹

ヤ フ ツ ノて 4ュ

サ •F ン カ 2 

リ ヨ ウ フ 3 

ク 「、 ノ ζ ズ キ 4 

イ ス ノ キ 5 

ア -\~ グ ミ 6 
ヒ サ カ キ 7 

イ ヌ ビ ワ B 

ホソノてイ ヌ ピワ 9 

カ 、dノ コ ノ 主ユ 10 

モ チ ノ キ 11 
耳、 ズ 、、， モ チ 12 
ノ、 て7 ク • f ギ 13 

ヤ 『、 ザ ク フ 14 
ン ボ ク 15 

ア カ ガ シ 16 

ア フ す1 シ 17 

ウ フ ::; ロ ガ シ 18 

タ イ ミンタチノマナ 19 
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シ ヤ シ ヤ ン ボ 21 

ク ス ド イ ゲ 22 

ーと 位 車fi
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コ. ン ズ イ 28 
シ イ モ チ 29 
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オ ガ タ マ ノ キ 34 
ヤ ーマ モ モ 35 
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ミ ミミ ズ ノて イ 37 
シ ロ ノて イ 38 

カ ンザブロウノキ 39 
サ ン ゴ :; 二L 40 
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{立 樹 組
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護J情を合む〉の樹稲別・径級別本数および材杭表 単位本数は本，材積はm3

tfltfぽ相官ltf町制打肘L冒すiます肘|引|話
149 02118 
193 0:2818 

7 0:2604 
40 0:2525 

0:0052 88 0:1248 
17 0':0362 

21 0:0312 
91 0:0372 

61 0:1543 

41 0:0104 

51 0;0229 
521 0:1955 

91 0:2859 
318 2:1386 
15 OA082 

26 。:2850
61 0:01 日6
11 0:0040 

1, 003 4:6006 

92 2:5528 

31 0,1025 
51 0:0134 

41 0,0040 
31 0:0870 
21 0,0167 

250001i0101316 4 

11014101 1 
01700 521 1 :4249 

441 0:0608 

71 0:1164 

81 0:0624 
61 0':0562 

81 0:0122 

61 0:0312 

11 014101 1 01700 265 
4,6555 

。:0240
61 0:1132 

e 

21 04420 11 03240 

11 0:0450 
191 2;9450114 2:6180 21 0:5620 541 27:2451 

71 108501 4 0,7480 61 3:1445 

' 
71 0!0185 

31 0!0030 

151 0:0801 

261 0:0784 
171 0:0767 

31 0,0072 

21 0;0135 

371 0:5204 

11 0:1550 71 0:38'32 

41 0:0082 
11 03030 21 07480 51 1,2340 

1 0:1700 7 0:4745 

271 4 1850,19 35360 21 0.4420 31 08650 31 10720 743 33;4745 

28413260120 37060 21 0.4420 31 08650 31 1.0720 2, 011 42,9306 
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樹 租1 I No. 

ヤ ブ 、y ノて キ
サ ザ、 ン カ 2 

リ ヨ ウ ブ 3 
ク てr ノ ζ ス 戸Jトγ 4 

lイ ス ノ ー干 5 
ア キ ゲ ‘、、 6 
ヒ サ カ キ 7 
イ ヌ ピ ワ 8 
ホソノf イ ヌ ヒ、ワ 9 

カ ン コ ノ キ 10 

モ チ ノ キ 11 
耳、 ズ ミ モ チ 12 
ノ、 マ ク 斗]- ギ 13 

ヤ て7 ザ ク フ 14 
ン ボ: ク 1.5 

ア カ ガ シ 16 
ア フ カ Lノ 17 

ウ フ
:一ノ、 , ロ ガ 三、ノ 18 

タイ ミンタチバナ 19 
二巳 コ ノ 午 20 
シ -¥' シ ヤ ン ヰf 21 

ク ス イ ゲ 旬つ >つ

ヒ 位 i封 Hl 

スダジイ(イタツイ〉 23 
二工 ノ キ 24 

サ カ キ 25 

チ シ ヤ ノ キ 26 

コ ノて ン モ チ 27 

コ ン ズ イ 28 
シ イ モ チ 29 

ク ロ!ガ ネ モ チ 30 
三』ノ‘ キ ミ 31 

タ 7 ノ キ 32 

ヤ てr ピ ワ 33 

オ ガ タ てr ノ キ 34 

ヤ てーr モ モ 35 
Lノ フ カ ガ「 シ 36 
ミ ミ ズ ノて イ 37 

シ 口 ノて イ 38 

カンザブロウノキ 39 
サ ン コ- :/ ニL 40 

ザ 、y 41 

中 位 樹 組

カ コ ノ キ 42 
ネ ム ノキ 43 

ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 

ク リ 45 

ツブラツイ(コツイ〉 46 

ク ス ノ キ 47 
ヤ フ ツ ケ イ 48 
ニエ ス リ ;, 49 

ヤ マ ガ キ 50 
F、 キ ワ ガ キ 51 

ア オ モ :/ 52 

アオガシ〈ホソパタブ〉 53 
イ ヌ ガ白 工、ノ 54 
シ ロ -ダ モ 55 
ヤ • 、 ノ、 ゼ 56 

ク ロ キ 57 

ク ロ ノて イ 58 
カラスザンショウ 59 
イ ヌザンシヨ ワ 60 
イ ヌ ガ 斗ァ 61 
アカマツ・クロマツ 62 
ザ 、、J 63 

ド 位 樹 組
メEEゴh 
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木の樹種別径級別本数および材積表 単位本数は本，材積はが

即日間同行L肘i廿1Hl汗lまれ若者|引↑話
104 01431 
160 02097 

41 0:0742 
291 0:1097 

ー: 

561 0:0928 
131 00194 

I1 00270 
71 0:0196 

361 0: 1010 
41 0:0104 
51 0:0229 

311 0:1064 
I1 0・0820

212 1:3962 
II 0:2190 

15 。:2 156

4 。:0082

693 ♀:日572

23 。:9118

3 0:0030 
3 。:0030
2 日:0860
l 。:0042

151 0:0506 
51 0:0134 

251 0:4769 
191 0:0232 

61 0・ 1112
31 0:0302 
3 。:0260

2 。:0020
0:00己2

III 1:7467 

0!0010 

l 0:0450 

141 217001 5 09350 21 04420 11 02810 297 16:5971 

41 06200! 2 0:3740 42 三:1736
31 0:0145 

111 0:0351 
131 0:0570 
31 0:0072 
110!0010 

27 0:4184 
5 0!2290 

3 0:0030 
I1 03030 I1 03740 3 .0!8220 

181 279001 71 1 30901 21 0 44201 21 0 58401 11 03740 410 20:4039 

161 279001 71 130901 21 044201 21 058401 11 03740 1, 214 25:0078 
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第 20 表 昭和 14 :11' (19391の制査:ílf~ I1[分地の伐採後

樹 F民 I No. 1 事2lc話~I 表4|c話m Il 表6|c話m1l 事8 G話mI2l|0c話m|| 表1|2c話m||到14 話cm |主lI七Zcm 1 

ヤ ブ ツ ノて キ 37 0:0370 71 00231 11 00086 
サ ザ ン カ 2 161 00160 171 00561 
リ ヨ ウ ブ 3 
ク マ ノ ミ ズ キ 4 11 0:0042 21 01820 
イ ス ノ キ 5 ー: 41 00208 41 00500 31 0:0720 
ア キ ゲ ミ 6 11 0:0052 
ヒ サ カ -キ 7 321 0:0320 
イ ヌ ビ ワ 日 41 00168 
ホソノてイ ヌ ヒF ワ 9 

‘ カ ン コ ノ ニヒ 10 11 0:0042 
モ チ ノ キ 11 11 0:0052 11 00125 

: 

ネ ズ ミ モ チ 12 201 0'0200 41 0:0208 11 0:0125 

" て" ク サ ギ 13 : 

ヤ マ ザ ク フ 14 
ン ボ ク 15 101 00100 8100416 31 00375 

ア カ ガ シ 16 21 00020 21 00104 11 00125 11 0'0240 11 0,0400 01150 
ア フ カ シ 17 40 00400 42102184 16 02000 5! 01200 0,0400 2 01240 
ウ フ :/ ロ ガ シ 18 11 00052 。，0400 0:D620! 1 0,0820 
タイ ミンタチノてナ 19 
ニL コ. ノ キ 20 7 00070 21 00084 21 05405 
シ ヤ シ ヤ ン ボ 21 21 00104 
ク ス イ ゲ 22 

e 

00400 
上 位 おi 組 164 0:1640 971 04508 27 。 3336 111 0:2700 4 0:1600 3 018601 3 026401 1 01150 

スダジイ〈イタジイ〉 23 13 0,0130 101 00420 14 0:1750 161 0:4320 7 0:3150 7 0:4340 2 02300 
ニ巳 ノ キ 24 0:0125 2 0,0900 
サ カ キ 25 21 00104 
チ シ ヤ ノ キ 26 0:0010 
コ ノて ン モ チ 27 00010 ー

コ. ン ズ イ 28 。 0125
シ イ モ チ 29 2 00020 2 00250 11 00240 
ク ロ ガ ネ モ チ 30 ' 

工ノ キ く 31 
タ ブ ノ キ 32 2 00020 101 0'0520 2 。:0250 61 0:1440 00400 1 0,06201 1 008201 2 0:2300 
ヤ て苫 ビ ワ 33 22 00220 31 00156 
オ ガ タ てF ノ キ 34 
ヤ マ モ モ 35 11 00052 
シ リ ブ カ ガ 〉ノ 36 2 00020 11 00052 2 0:0250 
ミミ ミ ズ ノて イ 37 0,0010 11 00052 11 00240 
シ 口 ノて イ 38 ‘ ' 

カンザブロウノキ 39 5 0,0050 11 0:0052 守

サ 、J コ :ノ ニL 40 51 00260 
ザ ツ 41 
中 位 樹 組 49 0:0490 341 01668 22 0'2750 241 06240 10 。:4450 B 049601 1 。，08201 4 0:4600 

カ コ ノ キ 42 11 0:0240 
ネ i入 ノ キ 43 11 00042 41 01080 
ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 
ク リ 45 
ツブラフイ (コツイ〉 46 27 00270 40: 01680 38 0:4750 391 10530 24 10800 30 1 8600122 2:00201 8 。，9200
ク ス ノ キ 47 3 00030 71 00294 3 。:0375 00620 
ヤ ブ ツ ゥ- イ 48 4 00040 
ニL ズ ノ、 49 3 00030 
ヤ てさ ガ キ 50 10 00100 3100126 00125 l 。:0450
ト キ ワ ガ「 キ 51 
ア オ モ ミ〉 52 
アオガシ(ホソパタブ〉 53 10 00100 4! 00208 0,0125 
イ ヌ ガ シ 54 2 00020 1100052 00125 
〉ノ ロ ダ モ 55 
ヤ てf ノ、 ゼ 56 00125 
ク ロ キ 57 
ク ロ ノて イ 58 6 0,0060 41 0,0960 
カラスザンショウ 59 11 00042 
イ ヌザンシヨ ウ 60 
イ ヌ うま ヤ 61 11 0,0052 
アカマツ・クロマツ 62 : ー 11 00380 
ザ 、y 63 00125 11 00240 3 018601 1 0:0820 

位 樹 極 65 0,0650 581 02496 46 057'50 50113430 25 1:1250 34 210801F 23 208401 8 09200 
Z口L 278 02780 1891 08672 95 1:1836 851 2,2370 39 1:7300 45 2 7900~27 2i4300�3 14950 
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C抱護市〉の樹部別・径級別木数および材積表 単位本数は本，材取はm3

討耕す扇子lffi討すiflすすli市町iiltif肘|引1 禁
45 0,0687 
33 0:(1721 

3 。， 1862II 0:1428 

32 00i10003522 0 
41 0:0168 

I1 0,0042 
21 0:�77 

25 
0:0533 

21 0:0891 
81 0'2039 

106 0'7424 
4 

0'1892 

II 0,0694 
21 0,0104 
I1 0:0400 

310 1 :9434 

69 1,6410 
31 0,1025 
21 0:0104 
1100010 
I1 00010 
I1 0'0125 
51 0'0510 

11 01410 11 0.1700 271 0:9480 

251 0,0376 

I1 0,0052 
51 00322 
3 00302 

6 0:0102 
5 

0:0260 

1101410 
I1 01700 154 2:9088 

I1 00240 
5 。:1122

51 0:7750 9i 1,6830 

110:2810 

11 03240 244 10:6480 
31 04650 

21 03740 

191 09709 
41 00040 
31 00030 

+ 151 0:0801 

151 00433 
41 0.0197 

11 00125 

101 01020 
I1 01550 21 01592 

11 0.0052 
03740 21 0,4120 

01700, 71 04745 
0112 j 1 0281 01 2 06980 333 13.0706 

101 1536 0113 23970 11 0 ，♀81 01 2 0:6980 797 179228 
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樹 F虚 1 No. 

ヤ フ ツ ノて .l'-
サ ザ ン カ 2 

リ ヨ ウ ブ 3 
ク 「、 ノ ミ ズ キ 4 
イ ス ノ キ 5 
ア キ ゲ ミ 6 
ヒ サ カ キ 7 
イ ヌ ヒ ワ B 

ホソノてイ ヌ ヒF ワ 9 

カ ン コ ノ キ 10 

モ チ ノ キ II 
ネ ズ ミ モ チ 12 
ノ、 てF ク ギ 13 
ヤ てず ザ ク フ 14 

ン ボ ク 15 
• ノ カ ガ シ 16 

ア フ カ 、J 17 

ウ フ
、、一、, 

ロ ガ 、/ 18 

タ イ ミンタチバナ 19 
コ二 コや ノ キ 20 
シ ヤ シ ヤ ン ボ 21 
ク ス ド イ ゲ 22 

.1: 位 樹 組

スダツイ〔イタツイ〕 23 
ニE ノ キ 24 
サ カ キ 25 
チ ユノ ヤ ノ キ 26 
コ ノす ン モ チ 27 
ゴ ン ス イ 28 
シ イ モ チ 29 
ク ロ ガ 耳、 モ チ 30 
レノ キ ミら 31 
タ フ ノ キ 32 
ヤ てr ピ ワ 33 
オ うま タ 「、 ノ キ 34 
ヤ てr モ モ 35 
シ リ フ カ うま ユノ 36 
ミ ミミ ズ ノて イ 37 
シ ロ ノて イ 38 
カ ン -1)" ブロウノキ 39 
サ ン コ :.; ニヱ 40 
ぷザ、 、y 41 

位 樹 種

カ コ。 ノ ;¥0 42 
耳、 ム ノ キ 43 
ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 
ク 45 
ツブラジイ(コツイ〉 46 
ク ス ノ キ 47 
ヤ ブ ツ ケ イ 48 
ニエ ス リ ノ、 49 
ヤ て才 カ、 キ 50 
ト キ ワ ガ キ 51 
ア オ モ 乙E 52 
アオガシ〈ホソパタブ〉 53 
イ ヌ ガ 三、ノ 54 
シ ロ ダ モ 55 
ヤ て苫 ノ\ ゼ 56 
ク ロ 二与 57 
ク ロ ノf イ 58 
カ ラスザンショウ 59 
イ ヌすごンシヨ ウ 60 
イ ヌ ガ ヤ 61 
アカマツ・クロマツ 62 
サ、 、y 63 
下 位 総 積
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樹 極 ¥ No. I 本数21l c材kmi l|| 本数4|1 ι材4m1i 1|| 本数6|| c材約m l || 本数B|l L材MH1 1 本数1|Io ç材4mfi ||| 本数1|12 c材約~\本数14|| 材積山I本数 材積cm 

ヤ ブ 、y ノて キ 191 0019 01 6 00198 1100086 
サ サ、 ン カ 2 381 0038 01 7 0.0231 
リ ヨ ワ フ 3 
ク てr ノ ミミ ス キ 4 
イ ス ノ キ 5 81 0.008 01 2 00104 
ア キ Jf ミミ 6 
ヒ サ カ キ 7 1210.0120 3 0'0099 
イ ヌ ヒー ワ 日 24 00240 日 00336 
ホソパイ ヌ ヒ♂ワ 9 
カ ン コ ノ キ 10 
モ チ ノ キ 11 00010 
ネ ス ~ モ チ 12 18 00180 5 00260 0:0125 
ノ、 て7 ク サ ギ 13 3 。:0030
ヤ マ ザ ク フ 14 00010 2 00250 00270 

リ ン ボ ク 15 20 0:0200 16 00832 2 00250 
ア カ うま シノ 16 3 00030 00125 
ア フ カ 〉ノ 17 112 0:1120 98 。:5096 41 05125 10 0:2400 0.0400 

ウ フ
、〆う ロ ガ ;/ 18 2 0:0020 2 0:0104 

タイ ミンタチノてナ 19 
ニ巳 コ ノ キ 20 4 00040 14 0:0588 9 0'1125 4 0: 1080 
ユノ ヤ シ ヤ ン ホ 21 ・h 

ク ス ド イ ザ 22 

上 位 結1 極 265 0:2650 161 0:7848 57 0:7086 15 0:3750 00400 
・ 、

スダツイ〈イタジイ〉 23 2 。:0020 3 0:0126 
コ~ ノ キ 24 
サ カ キ 25 

チ Lノ ヤ ノ キ 26 。'0042 。:0125

コ ノて ン モ チ 27 3 0:0156 2 0'0250 2 0:0480 
コ. ン ズト イ 28 4 0:0040 日 0:0336 つ 0:0250 
シ イ モ チ 29 3 0:0156 0.0125 
ク ロ ガ ネ モ チ 30 17 。:0170 9 0:0468 
シ キ ミ 31 

タ ブ ノ キ 32 19 。'0190 19 0:0988 7 00875 4 00960 3 0:1200 11 01150 

ヤ マ ビ ワ 33 67 0:0670 44 0:2288 11 。'1375 l 。'0240

オ ガ タ てr ノ キ 34 . 
ヤ て" モ モ 35 00010 
シ リ ブ カ ガF 工、ノ 36 4 。:0040 4 0:0208 3 00375 2 0:0800 

ミ ミミ ズ ノて イ 37 0:0010 5 00260 0:0125 0,0240 
シ ロ ノて イ 38 l 。'0010

カンザブロウノキ 39 6 00060 E 00260 0,012,5 
サ ン ゴ ジユ 40 l 。'0010 3 0,0156 0,0125 
ザ ツ 41 4 。:0040 4 00208 3 0,0375 2 0,0480 
中 位 樹 I直 127 0:1270 111 0:5652 33 。:4125 10 0,2400 5 02000 11 01150 

カ コ' ノ -r 42 2 0,0104 
ネ ム ノ キ 43 00125 
ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 5 0:0050 
ク 45 00010 3 00126 0:0450 
ツブラツイ(コツイ〉 46 51 00510 127 05334 102 1:2750 86 2'3220 75 3,3750 49 30380 23 22310 (]

91 10350 

ク ス ノ キ 47 2 0.0020 14 00588 12 0:1500 10 02700 7 03150 
ヤ フ

、y ケ イ 48 。 0010 2 0:0104 
ニエ ズ ノ\ 49 
ヤ て苫 カ、 キ 50 
ト キ ワ ガ キ 51 
ア オ モ 乙P 52 l 0:0010 3 0,0126 3 00375 
アオガシ (ホソノてタブ〉 53 
イ ヌ ガ、 シ 54 
ユノ ロ ダ モ 55 I1 00010 
ヤ てr ノ、 ゼ 56 11 0.0110 7 00294 51 00625 11 00450 
ク ロ キ 57 
ク ロ ノて イ 58 19 。'0190 10 0:0520 11 00125 
カラスザンショウ 59 4 。:0168 21 0.0250 71 0)890 
イ ヌザンシヨ ウ 60 
イ ヌ ガ「 ヤ 61 0,0010 
アカマツ・クロマツ 62 
ザ 、y 63 21 0.0084 I1 0012己

{立 1封 f'tl 93 00930 174 07448 127 15875 103 27810 84 37800 49 30380 24 21840 91 10350 

-fr 4851 04850 446 20948 217 27086 128 33960 90 40200 49 30380 24 21840 10 11500 
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ぐ時伐〉の樹 flll 別・径紋別*数および材積表 111.佼本数はオ"l:"材約はm3
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討す肘向笠l付同とl打闘すすほ苦闘WflZ[l 語
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m 24 表 !刑罰 I 14 {I.: (1939(1') ユ制査第四分地(保存分

樹 H[ 1 NO.I 表2| c詰m ||室士|三話竺 I 表6l cZm 11281 c1m1 ||窓l1O t1m3 ||室112c1m1 ||窓1|4 話cm|12116 1c3 m 
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イ ス ノ キ 5 131 001301 3100156 

ア キ ク.
く 6 

241 0'0240 ヒ サ カ キ 7 00033 

イ ヌ ピ ワ 8 4 000401 1 0.0042 

ホソノてイ ヌ ピワ 9 

カ ン コ ノ キ 10 
よE チ ノ キ 11 

ネ ズ ミ モ チ 12 4 0:00401 3 00156 

l' 「、 ク ザー ギ 13 

ヤ て7 ザ ク ブ 14 2 0:0020 

リ J 町』 ク 15 20 。'02001 8 0:0416 0'0125 。，0240

ア カ ガ 1ノ 16 0:0010 
0,0884 0'1875 01680 

00400 0:1150 

ア フ カ シ 17 62 0:06201 17 15 7 00400 0.08201 1 D:l150 

ウ フ ツ ヲf レノ 18 2 00800 ロ

ータイ 己ンタチノイナ 19 
コ二 コ. ノ キ 20 2 0:00201 5 。:0210 2 0:0250 0,0270 。 0450

シ ヤ シ ヤ ン ボ 21 2 0:0104 , ι 

ク ス イ ゲ 22 

樹 'foj! 198 0'19801 47 0:22<l,2 20 0'2422 9 02190 6 02500 008201 2 。'2300

スダジイ(イタツイ〉 23 2 000201 5 。:0210 7 0'0875 5 01350 B 0;1350 2 σ1240 
ニE ノ キ 24 

サ カ キ 2邑 0:0010 0:0125 0,0240 
チ シ ヤ ノ キ 26 

コ ノマ ン モ チ 27 。:0010

コ ン ズ イ 28 0:0010 
工、ノ イ モ チ 29 B 0:00801 6 。 0312

ク ロ ガ 汗、 '� チ 30 9 0:00901 4 0,0208 2 00250 

ユノ キ ミ 31 
。'00401 2 タ ーノず ノ キ 32 4 00104 l 0,0400 

ヤ てr ピ ワ 33 18 。'01801 6 。:0312 2 。'0250
ー

オ ガ「 タ 「、 ノ キ 34 
ヤ てr モ モ 35 。:0010

レノ ブ カ ガ Lノ 36 
ミ二 ミ ス ノす イ 37 5 0:00501 1 0'0052 2 00250 

38 ユ、ノ ロ ノて イ
カンサ、ブロウノキ 39 7 。:00701 1 00052 0:0125 

サ ン コ. ジ ニL 40 
サf 、y 41 
け i DL 樹 事E 57 005701 25 。:1250 15 0:1875 6 01590 4 。:1750 2 0:1240 

カ ゴ ノ キ 42 
:・

ー ー

ネ i、 ノ キ 43 
ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 2 。:0020
ノ;1 45 

006301 76 03192 0'7875 1'3500 ツブラツイ (コツイ〕 46 63 63 46 1'2420 30 31 1:9220132 29120126 2'9900 
ク ス ノ キ 47 13 0:01301 13 00546 B 0'0375 1 00450 00'6201 1 00910 
ヤ ブ 一

、y ケ イ 48 2 00250 

ニエ ズ ノ\ 49 
ヤ 「、 うf キ 50 4 000401 3 。:0126 3 0:0375 

ト キ ワ ガ キ 51 ー

ア オ モ レ、ノ 52 
アオガシ(ホソパタブ〉 53 8 。:00801 3 。'0156 2 00250 

イ ヌ うま シ 54 2 000201 1 00052 
三ノ ロ ダ モ 55 00010 

ヤ 「、 ノ、 ゼ 56 5 00050 00270 
ク ロ キ 57 

ク ロ /'{' イ 58 8 000801 5 0:0260 1 00125 0:0240 2 00800 
カラスザンショウ 59 
イ ヌザンシヨ ウ 60 
イ ヌ ガ、 ヤ 61 
アカマツ・クロマツ 62 2 00382 00850 
ザ ツ 63 2 00020 

下l仁L3 位 桓1 種 108 010801101 0'4332 76 09632 48 12930 33 1 :4750 33 ~:0~~~:~3 29900 
363 0:3630;173 07814 111 13929 63 16710 43 19000 35 2 ， 1 ヲ00:134 3'0850128 3:2200 
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地〉の樹積別・径級別本数および材的表 単位木数は本， Mf!'H土問3

出計行計百fi甘口i行L計すす打12IV
261 0:0329 
491 0:0734 

0:0450 
16 0:0286 

25 0・ 0273

51 0:0082 

71 0:0196 

21 0:0020 
30 。:0981
31 0:1560 

11 0)410 105 。;8839

2[ 0:0800 

111 0:1200 
21 00104 

11 0;1410 284 1:5854 

241 0:5045 

31 0:0375 

11 0・ 0010
. 1 [ 0:0010 

141 0:0392 
151 0'0548 

11 0:1410 81 0:1954 
2'6 。:0742

11 @010 

81 0:0352 

91.0:0247 

11 01410 110 。:9685

2 。:0020

101 1 5500 I1 0:2810 15:5417 91 1 :6830 2[ 0.4420 389 
11 0.1550 33 。:458'1

21 0:0250 

101 00541 

131 0:0486 
31 0:0072 
I1 0:0010 
61 0:0320 

171 0:1505 

21 04360 11 03030 11 03740 I1 04870 81 1:7232 
21 0:0020 

I1 0.4870 11 17050 11[ 21190 21 OA420 2[ 058401 1 03740 486 18:0454 
1:9810 111 2 , 1190 21 04420 31 05840i 1 03740 I1 04870 880 20'5493 13 
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ヤ フ 、y ノて キ
サ •y ン カ
リ ヨ 市 フ

ク て7 ノ く ズ キ
イ ス ノ ょ干

ア キ ゲ ミミ

ヒ サ カ ょ干

イ ヌ ヒ. ワ

ホ ソノf イ ヌ ビ ワ

カ ン コ ノ キ
モ チ ノ キ
ネ ズ 、、、 モ チ
ノ、 マ ク サ ギ
ヤ て7 ザ ク フ

ン ポf ク
ア カ すま シ

ア フ カ エ、ノ

ウ フ
、う

口 ガ シ

タイ ミンタチバナ
二E コ年 ノ キ
Lノ 号F Lノ ヤ ン ボ「
ク ス ド イ ゲ
ーと 佼 粒j Fll 

スダツイ(イタツイ〉
二E ノ キ
サ カ キ
チ Lノ ヤ ノ キ
コ ノて ン モ チ
コ. ン ズ イ
シ イ モ チ

ク ロ ガ ネ モ チ
シ キ ミ

タ フ ノ キ
ヤ て苫 ビ ワ

オ ガ、 タ マ ノ キ
ヤ マ モ モ

シ ブ カ ガ エノ

ミ ミ ズ ノて イ
シ ロ ノて イ
カンザブロウノキ
→Jト ン コ. ‘J 、 , ニL

斗F 、y

J:j1 位 樹 fl在

カ コ ノ キ
ネ i、 ノ -t-
ヤブムラサキ・ムラサキシキブ
ク
ツブラつィ 〈コジイ〉
ク ス ノ キ
ヤ ブ 、y ケ イ
ニL ズ、 ノ、

ヤ マ ガ キ
ト キ ワ ガ「 キ
ア オ モ :/ 

アオガシ(ホソパタブ〉
イ ヌ カ‘ 士、ノ

シ 口 ダ モ

ヤ マ ノ、 セ、

ク ロ キ
ク ロ ノて イ
カラスザンショウ
イ ヌザンシヨ ウ

イ ヌ ガ ヤ
アカマツ・クロマツ
ザ 、、J

下 位 樹 fill 
ノ'"、 言十

2 
1 

4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
II 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 

23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 

42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
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II{矧 1 30 年(1955:の調査第百分地〈保荏分

1 8 cm 1 10 cm 1 12ιm 1 14 cm 1 16 cm 

財??同7i町宮町古|
20, 0.02001 121 003961 41 003441 I1 0.0180 

11 0.0010 I1 0.00521 31 003751 21 00480! 

81 00080 31 00099 I1 00086 
I1 00010 I1 0.0042 

I1 0,0240 
31 00030 31 00156 31 00375 00240 
21 00020 

71 0.0070 51 00260 21 00250 3 00720 

291 00290 18, 00936 171 0,2125 12 02880 

51 00050 21 0:0104 00240 
31 00030 I1 00042 21 00250 0'0270 
21 00020 I1 0.0052 

901 00900 561 0:2436 371 04235 22 。:5250

I1 0:0010 

I1 00125 

91 0:0090 61 00312 I1 00125 4 。 0960
81 00080 3100156 21 00250 4 0:0960 

41 00040 I1 00125 
381 0:0380 191 009.86 31 0.0375 4 00960 
21 00020 
I1 0:0010 

61 0:0060 21 00104 I1 0:0125 
I1 00010 

171 0:0170 91 00468 21 00250 00240 
I1 00010 

881 00880 391 0:2028 II1 01375 13 0:3120 

21 0:0020 

11 0:0010 

201 02500 0,5130 721 0 07♀O 351 0:1470 19 
21 0:0020 71 00294 61 00750 3 00810 
11 00010 00240 

51 00050 21 00084 21 00250 

11 0:0010 I1 00125 

11 00010 11 0:0125 
11 00010 

151 0:0150 3100156 11 00125 2 。 0480

251 06660 101 0:10101 47 02004 311 03875 
27ヲ 。?790;142 06468 791 09485 601 ~:5Ö3Ö 

--・‘._-

|本|材|本|材|
|数|的|数|積|

11 0:0450 

l 叩内
61 0:24001 1 00620 I1 0:0820 

II 0:0820 
I1 0:0400 

91 0:36501 1 0:0620 2101640 

I1 00400 II 00820 

I1 0:0400 11 00820 

191 0:8550i 22 1:3640 221 2刀020
I1 004501 1 。.0620 11 0:0910 

ー: 

I1 00450 

I1 00450 

11 0:04001 2 01240 

231 10300 251 15500 231 20930 
331 1:4350 261 ):6120 26|23390 

~、 I ‘ J・、

21 0:2300 

231 2:6450 

11 0:1150 

241 2:7600 
261 2¥9900 



薪炭林樹種改良試験地(長崎県西彼杵郡大瀬戸町〉の調査研究報告第[報 〈小柄〉

11 01410 

11 0'4680 

n
u
n
u

ハ
U

一

勺
J

円
J

門
J


k
υ
K
υ
K
υ

一

6

6

6

-

n

u

n

u

n

u

-

n
u
n
u
n
U

一

。
。
。

c
c
c

一

ハ
u
n
u
n
u

一

〆
む
〆

O
/
c


n
u
n
u
n
u

一

ー

l
i
n
t
u
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
q

川
コ

只
ν
n
u
r
o


q
u
q
u
n
u

一

r
C

〆
む
司

A
-

1
-
1
i

ハ
ノ
-
一

日
u
q
u
A


n
u
n
U

ハ
U

一

。
o
o
G
O
o


n
u
n
u
n
u

一

。
O
Q
U
Q
U

一

444

• 

ー

n

u

n

u

n

u

ｭ

n

u

n

u

n

u

ｭ

A
n
u
n
u

一

内
ノ

A
A


?

2

2

-

r
b
r
b

〆
o


n
u
n
u
n
u

一

f
C
6
6

一

O
ノ
口

J

口
〆
一

η
4

ハ
ノL
つ
L

一

o
，

Q
/
O
J

一

'
J
u
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
J
u
d
-
ｭ

k
u
k
u
k
u

一

ハJ
L
n
J
h

ハJ
L

一

4

4

4

-

，

J
司
I
l
l
i
-
-
-
1
1
i
l
i
-
-

町
ゴ
訓
|
一

2

1

 

ハ
u
n
u
n
U

ハ
u


n

J

L

1

q

u

q

u

ｭ

〆
o
n

ノ
ム
只

u
n
c


o

o

n

4

n

u

n

u

-

4

0

5

5

-

:
ー

内
4
1
4
q
υ
q
u


n
J
ι

つ
4

勺
L


n
u
n
u
n
u

一

O

O

Q

U

Q

u

-

6

6

6

-

n
d

つ
ム
内
ノ
ゐ
一

4
4
4

一

n
u
n
u
n
u

一

ハ
u
n
u
-
-
-

6

6

0

-

1
0
j
!

・3
8
0

一

1
1
2

一

2

刻
イ
叶
l
-

7

A

-

1

-

4

-

11 04680 

-145ー



'-146-- 林業試験場研究報告第 106 号

第 26 表 昭和 14 {I-' (1939fの利五第 V 分地〈保存分

私j 加 I No 財if財??出??国守昨古ぱすぱすぱす
ヤ ブ 、y ノて キ 160 01600 191 0:0627 31 0:0258 
廿ー ザ ン カ 2 149 。:1490 121 0:0396 I1 0:0086 

=1 ウ ブ 3 0:001 0 
ク 「、 ノ ミ ズ キ 4 21 0:0084 
イ ス ノ キ 5 巴 。:0050 41 0:0208 41 005日。

ア キ グ ミ 6 
ヒ サ カ キ 7 131 0:1310 81 0:0264 
イ ヌ ピ ワ 日 161 00160 I1 0:0042 
ホソノてイ ヌ ピワ 9 
カ ン コ ノ キ 10 
モ チ ノ キ II 51 00050 61 0:0312 I1 0:0125 
ネ ズ ミ モ チ 12 511 0:0510 91 0:0468 
ノ\ マ ク ザー ギ 13 2 0.00♀O 2 0,0084 11 00125 
ヤ マ ザ ク フ 14 00042 
リ , 、/ ボ ク 15 日 00080 
ア う1 ガ シ 16 
ア フ カ シ 17 124 。:1240 62 0,3224 39 0,4875 111 0'2640 21 00800 
ウ フ ジ ロ ガ シ 18 12 0,0120 9 0,0468 4 。:0500 21 0,0480 31 0:1200 11 00820 
タイえンタチバナ 19 
コ二 コ ノ キ 20 5 00050 9 0:0378 4 00500 21 0:0540 
シ ヤ シ ヤ ン ボ 21 II 00110 0:0052 
ク ス ド イ ザ 22 00010 

上 位 樹 fﾆ 684 06840 145 0:6649 57 0:6969 151 0:3660 5 02000 11 00820 

スダツイ(イタツイ〉 23 7 00070 9 0,0378 B 01000 161 0:4320 16 。7200 61 0:3720 21 01820 21 O'230( 
コ二 ノ キ 24 
サ カ キ 25 0,0010 
チ シ ヤ ノ キ 26 
コ ノて ン モ チ 27 
ゴ ン ズ イ 28 5 000.50 5 0'0210 3 00375 
じノ イ モ チ 29 2主 0:0290 11100572 
ク ロ ガ ネ モ チ 30 15 0:鸙50 41 00208 11 0'0240 
シ キ ミ 31 3 00030 
タ ノ ノ キ 32 19 0,0190 121 0,06241 14 0:1750 41 0:0960 51 0:2000 
ヤ マ ピ ワ 33 48 00480 31 0,01561 1 00125 
オ ガ タ て7 ノ キ 34 
ヤ マ モ モ 35 21 001041 1 0'0125 21 0:0480 11 0:0400 
シ リ ブ カ ガ ユ、ノ 36 4 00040 3100156 11 0:0125 
ミ ミ ズ ノて イ 37 2 00020 
ユノ ロ ノて イ 38 
カ ンザブロウノキ 39 7 00070 0:0125 
サ ン コ こF ニエ 40 5 0:0050 I1 00052 
ザ 、y 41 
中 ti t'lJ 額 145 0'1450 521 0:25641 29 0:3625 231 0,6000 22 09600 61 D:3720 21 0:1820 21 0:2301 

カ ゴ ノ キ 42 : 

ネ L ノ キ 43 11 000421 3 00375 11 0:0270 2 00900 I1 0,0910 
ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 8 00050 
ク 45 11 0:0270 0,0450 
ツブラジイ(コツイ〉 46 51 0,0510 591 0:24761 44 05500 601 1,6200 46 2,0700 501 3,1000 311 28210 121 (380 
ク ス ノ キ 47 D 00050 101 004201 .5 0.0625 21 0:0540 11 0:0620 
ヤ ブ 、y ケ イ 48 5 00050 31 0:01561 2 00250 
ニエ ズ リ ノ\ 49 
ヤ マ ガ キ 50 81 OOOEO 41 00168 11 00125 
ト γユγー ワ 7/ キ 51 
ア オ モ L、/ 52 11 00125 
アオガシ(ホソノてタブ〕 53 7i 00070 81 0,0416 
イ ヌ ガ‘ ユ、ノ 54 81 00080 31 0:0156 11 0.0125 
シ ロ ゲ モ 55 31 00030 11 00052 
ヤ て苫 ノ\ ゼ 56 
ク ロ キ 57 ー-
ク ロ ノマ イ 58 131 00130 8100416 151 01375 91 0,2160 11 00400 11 00620 
カ ラス i ザr ンショウ 59 ' ‘ : 11 0.0910 
イ ヌザンシヨ ウ 60 
イ ヌ ガ ヤ 61 
アカマツ・クロマツ 62 11 0:145 
ザ 、y 63 2 。.00201 31 0白01461 21 00250 
下 位 樹 種 110 0) 10011001 0:44501 741 0:9250 73 1,9440 50 22450 521 3,2240 ~~I ~ ~9~~i:~ 1525 
J仁Lj 939 0;939012971 r366311601 1,9844 111 2,9100 77 3:4050 581 3:5960 361 32670¥15 1755 
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地〉の樹裕別. fé 級別本数および付積表 単位本数は本，材l'ùはm'

持|付l計打肘昨町山ι打目指 ill 話
182 0:2485 
162 0:1972 

。:0010
21 0:0084 
16 。:0788

139 Oi1574 
17 Oi0202 

12 。0487
60 00978 
51 00229 
11 0 0042 
8 。:0080

238 1i2779 
31 0'3588 

20 0:1468 
12 0:0162 

907 
0:0010 
2i6938 

66 2:0808 

0:001 0 

131 00635 
40 0:0862 
20 。:0598
31 00030 

541 0:5524 
521 0;0761 

61 0:1109 
81 0:D321 
21 0:0020 

1010;0:299 
6 。:0102

281 3:1079 

51 0;2497 
81 0;0080 
2 0:0720 21 0:3100 3105610 

358 12:7r08 
11 02210 24 OA465 

101 00456 

131 00373 

11 0;0125 
151' 0:0486 
121 0:0361 
41 0,0082 

11 01550 471 0:5601 
21 0:2460 

11 0.3030 21 0ι4480 

31 0,465 71 00416 。 31 0561 。 11 02210 11 0:3030 51 3114,9710 
31 0465 。 31 0561 。 11 02210 11 03030 1,70 11207727 
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制

ヤ ブ 、y J"¥ キ
•F ザ 、" ノ カ 2 

ヨ ウ ブ 3 

ク て苫 ノ ミ ズ キ 4 

イ ス ノ ;¥0 γ 5 

ア キ ゲ 、、 6 

ヒ サ カ キ 7 

イ ヌ ヒぷ ワ 日

ホ ソノてイ ヌ ピ ワ 9 

カ ン コ ノ キ 10 

モ チ ノ キ 11 

ネ ズ ミ モ チ 12 
ノ\ マ ク サ ギ 13 

ヤ マ ザ ク フ 14 

リ ン ボ ク 15 

ア カ
カ。 シ 16 

ア フ カ シ 17 

ウ フ ン ロ ガ シ 18 

タイ ミンタチノてナ 19 

コニ コ. ノ キ 20 

シ ヤ シ ヤ ン ボ 21 

ク ス イ ゲ 22 

上. 位 制 極

スダツイ(イタジイ〉 23 
こ巳 / キ 24 

→Uト カ キ 25 

チ シ ヤ ノ キ 26 

コ ノて ン モ チ 27 

ゴ「 ン ズ イ 28 

1ノ イ モ チ 29 

ク 口 カ、 ネ モ チ 30 

シ キ ミ 31 

タ ブ ノ キ 32 

ヤ マ ヒF ワ 33 

オ ガ タ ー、" ノ キ 34 

ヤ マ モ モ 35 

シ リ ブ カ ガ シ 36 

ミ ミ ス ノて イ 37 

シ ロ ノて イ 38 

カ ンザブロウノキ 39 
サ ン コ L‘ ノ ニL 40 

ザ
、y 41 

ヰ1 イ立 悩 f'i! 

カ コ ノ キ 42 
ネ ム ノ キ 43 
ヤブムラサキ・ムラサキシキブ 44 

ク 45 
ツブラツイ(コジイ〉 46 

ク ス ノ キ 47 

ヤ フ
、y ケ イ 48 

ニエ ズ ノ、 49 
ヤ マ ガ キ 50 

キ ワ ガ‘ キ 51 
ア オ モ ジ 52 
アオガシ〔ホソパタブ〉 53 
イ ヌ ガ シ 54 
三ノ ロ ダ モ 55 
司F 「、 ノ、 ゼ 56 
ク ロ キ 57 
ク ロ ノて イ 58 
カ ラスザンショウ 59 
イ ヌザンシヨ ワ 60 
イ ヌ tf ヤ 61 
アカマツ・クロマツ 62 
ザ ツ 63 
下 位 樹 種

ど4コ>
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B. 分地聞の直径分布の検討

樹組全体および 1:位・中位・下位制N\の分地 I ，"，J のíì'(径分布がれ 1見守=の ffi 811を加す以前の状態において斉

一で、あったかどうかを検定することは，れ伐の効月iおよび11与の経過によるj[(経分布の変化の状態を論ずる

場合に主要で、あることはいうまでもない。

日.A.MEYlm5l はJY令林の iti径分市の統計分析において天然生林の直径分布は直径に対して木数の対数

を万l恨紙上にプロット‘すると直線になることを指摘している。すなわち，本数を y. 直径を X としたとき

log y = c寸 mX ..・ H ・...・H ・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・削

が成立する。これを変形すると

y = ke-"x ・・・・H ・ H ・-…・ H ・ H ・.....・ H ・......・H ・.....・H ・..… H ・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・-…....・ H ・ ".(2)

となり， c= log k, m =  - a log e であり， a および k によって県令休の構造型を論じている。

本試験 liliの直径分布を分地司uに樹組合:休および 1-，位・中位・下位樹祁別に表示すれば次に示す第28-31

表のとおりであり，これを図示すれば次に示す第 5-8 悶のとおりである。

第 28 表 第 I 分地における上・中・下の樹間区分別直径分布表

上位樹桁 下1 1 位枝l 極 下 位 拶1 店五
直径

本教 I ha当本数|本教 I ha当木数|本 数|山本数 木 数 ¥ ha当本数
cm 本 本 本 本 本 木 コも会

2 522 2 , 486 146 695 137 652 805 3 , 833 
4 189 900 65 310 112 533 366 1, 743 
6 71 338 33 157 95 452 199 947 

8 41 196 15 71 94 448 150 71 日

10 19 90 16 76 103 491 138 657 

12 7 33 14 67 79 376 100 47ε 

14 7 33 51 243 58 276 

16 2 10 35 167 37 177 

18 2 10 17 81 19 91 

20 11 52 11 52 

22 3 14 3 14 

24 5 5 

849 4 , 043 300 1, 429 738 3 , 514 1, 887 8.986 

本

的考| 第 I 分地の商m 0.21ha 

第 29 表 第![分地における上・下1" ・下の樹極区分別直径分布表

上位樹革n 中位樹 H\ 下 位 樹 F盈
直径

木数 I ha当木数 本数 I ha当本数 数 I ha当木数 数 I 12a当本数ヨ!て 本

cm 本 木 オ三 木 本 木 本
2 528 2 , 514 107 510 116 552 7己 l 3 , 576 
4 211 1, 004 52 248 126 600 389 1, 852 
6 56 267 27 128 108 514 191 909 
B 33 157 15 71 102 486 150 714 
10 B 38 19 91 107 510 134 639 
12 5 9 43 72 342 82 390 
14 3 14 67 319 70 333 
1 も l D 8 38 42 200 51 243 
18 28 133 28 133 
20 14 67 14 67 
22 2 10 2 10 
24 L 勺 10 2 10 
26 5 5 

838 3 ，ヲ90 240 1, 143 787 3 , 748 1, 865 8 , 881 

本

備考| 第E分地の面積 0.21 ha 
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第 30 表 第11[分地における上・中・下の樹種区分別直径分布表

上位樹純 中位樹極 下 位 栓j 種
国径

本数 I ha当本数 木数|同本数 数 ¥ ha当本数本 数 I ha当本数 本

ι持包 本‘ 本 本 本 本l 本 本 本
2 472 3, 146 50 333 63 420 585 3, 899 
4 151 1, 007 21 140 47 313 219 1, 460 
6 34 227 15 100 47 313 96 640 
B 22 147 7 47 43 287 72 481 
10 9 60 6 40 59 394 74 494 
12 2 13 6 40 51 340 59 393 
14 3 20 3 20 41 273 47 313 
16 3 20 29 193 32 213 
18 18 120 18 120 
20 7 47 7 47 
22 2 13 2 13 
24 2 13 2 13 
26 7 I ド

693 4, 620 111 740 410 2, 733 1, 214 8, 093 

{!l1i考l 蜘分地の面積 0.15 ha 

筋 31 表 第百十第 V分地における上・中・下の樹種区分別直径分布表

l二位制極 中位樹種 下 位 樹 種
直径

本数 I ha当本数 本数 ha当本数 数 I ha当本数 数 I ha当本数本 本

cm 本 木 木 本 本 木 本
2 882 4, 009 202 918 218 990 1, 302 5, 917 

本

4 192 873 77 350 201 913 470 2, 136 
6 77 350 44 200 150 682 271 1, 232 
8 24 109 29 131 121 5~0 174 790 
10 11 50 26 118 83 377 120 545 
12 8 37 85 386 93 423 
14 2 9 2 9 66 300 70 318 
16 2 9 2 9 39 177 43 195 
18 5 5 14 64 16 74 
20 14 64 14 64 
22 3 14 3 14 
24 3 14 3 14 
26 5 5 
28 
30 5 5 

1, 191 5, 414 391 1, 777 999 4, 541 2, 581 11 , 732 

備考| 第四および第V分地の商積合:\1" 0ω。

これを用いて縦軸に ha 当りの本数を，横軸に直径をとり， 半対数万限紙上にプロットすると次に示す

第 9-11図のようになり，下位樹種を除いては MEYER5) の指摘した半対数直線に合致していることがわ

カミる。

下位樹種は特別な形で

log y = c 十 mX" ..・ H ・...・ H ・ 4... ・ H ・ H ・ H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・....・ H ・ (3)

すなわち直径の平方に対して本数の対数をプロットすると直線となり，その関係は

y = ke-a x2 ………… ...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・-・…...・H ・..…...・ H ・ ..(4)

となり，これを図示すれば第 12 図のようになる。
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樹穏全体の回帰係数お上び回帰常数の検定のための)1民術表表32 第

骨
骨
叫
柿
叫
釣
緊
縮
制
調
滋
期
的

波
呂
町
中

!証平mSxy 

12 156 28.2284 2600 74. 13408752 302.5824 572 7.73054032 -64.3868 0.1126 3.8110 7.24995368 0.4日05866~

I 補正項 2028 66.40354720 366.9692 2 ニ 0.2593 k=647l.5 

x = 13. 0 y =2.3524 

13 182 29.5869 3276 77.17319097 332.3160 728 9.83591008 -8l. 9006 0.1125 3.8509 9.21381750b.62209258 

E 持lì 正項 2548 67.33728089 414.2166 a=0.2590 k=7094.2 

X ニ 14.0 Y =2.2759 

13 182 29.1799 3276 73.92775655 332.4744 72日 8.43032855 -76.0442 一日 1045 3.7076 7. 9466189do. 48370965 

m 補正項 2548 65.49742800 408.5186 a= 0.2406 k=5100.4 

x =14.0 Y =2.2446 

14 212 30.6106 4176 79.51487060 354.7744 965.7 12.58566830 -108.7575 一 0.1126 3.8868 12.24609450 0.33957380 
IV 
十 補正項 32JO.3 66.92920230 463.5319 a=0.2593 k=7705.5 
v 

x =15. 1 y=2.1865 

52 732 117.6058 13328 304.74990564 1322. 1472 2993.7 38.58244725 -33l. 0891 1.92596267 

一 )10304.3 一 )265.98315750 一)1655.5278 =τL;只、dマ‘ゐ2 ニL;Sy2 = L;Sxy 
三十

3023.7 38.76674814 -333.3806 

=Sx2 =Sy2 =Sxy 

c m Sxy Sy2 Sx" L;XY L;Y" L;x2 L;Y L;x n
 

地分

S玄y
m 一一宮T-" =-0.1103

m"Sxy= 36. 77188018 

L;Sxy 
m 一言rτー =-0.1106

l.~耳目

m'L;Sxy=36.61845446 
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さて樹，1"[[全体および上位・中位・下位樹桁の;存分地問の直径分布の差をみるには，分地ごとに下位樹極

に対しては (3) 式を， 1M積全体および上位・ r~l位樹極に対しては (1) 式を適合して回帰係数 (m) および回

帰常数 (c) の差の検定を行えばよし、。

以下順次検定を行ってみる。

1. 樹孫全体

策 I 分地，銭円m分地，第lU分地および第W十第V分地ごとに (1) 式を適合するために，木数 (y) の対数

をY (Iog y) ，直径をX，直径と本数の対の数をnとしたとき

L; X, L;Y , L;X 2, L; Y2，L; XY， Sx2 = L; (Xー玄)2， Sy2= L;cY -)')2, Sxy= L; (Xー玄)(Y-Y)， m=  

塁手，叶-mx， S内

の値を表示すれば第 32 表のようになる。ここで a= 一古子τ， k = eC である。

これらの資料をJ[] è 、て回帰係数 (m) の検定を行えば，次の分散分析表がで、きる。

第 33 表回帰係数の分散分析表

要因 l 自 Ü:I 岐 l 平方和|平均平万 F
回帰\ I I 36 山間|

6 回帰則馴問問\J ¥ 3 I 0 附3012 ¥ 0 ， 0印 I F =0 ， 29悶Lぷω〈伊O 白町昨)= 2 , 8“ 
誤 差 1 4μ4 I L 9勾2臼別6印\ 0 白

全休 I 4必8 ¥ 3臼8 ， 5凶

これによれば同帰係数聞には差は認められなし、。

つぎに， 阿帰常数 (c) 問に差があるかどうかの検定を行えば次の分散分析表ができる。

第 34 表回帰常数の分散分析表

要因|自由変|平方和|平均平方 I F 

回 帰 i I 36.771削8 ¥ 

回帰問| 3 0 附3012 ¥ F =0 ， 235 くF l, (0 , 05) = 2.86 

平面間差 l 3 0 , 0103 

原因不明 l 0.0438 

全体 I 51 I 38 問問4\

これによれば回帰常数間にも差は認められない。したがって樹極全体については，直径分布は分地問に

は差がないから斉一で、ある主いえる。

なお各分地で適合した直線は第 9 悶に分地別に図示している。

2. 上位樹種

前の v ・ B ・ 1 樹禄全体の場合と同じ工うに計算を行った同帰係数 (m)， 同帰常数 (c) およびそれら

より計算した a および k の!tl'(を表示すれば次の第 35 表のとおりである。
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第 35 表

分 回帰係数 (m) 阿帰常数 (c) a k 

I 日目 1803 3.7027 0.41ι2 5043.2 

E -0.2132 3.7699 0.4909 5887.1 

111 -0 目 1955 3.7379 0.4501 5468.9 

IV+V -0.1761 3.6514 。目 4054 4481. 3 

つぎl乙 V ・ B ・ 1-樹積全体の場合と同じように回帰係数 (m) の検定を行えば，次の分散分析表ができる。

第 36 表 回帰係数の分散分析表

要因 自由度 平方和|平均平方 F 

回帰

回帰閲 3 0.0440 F=0.889<F2~(0.05) =3.49 

誤差 20 0.0495 

全体 24 21. 18306628 

これによれば回帰係数問には差は認められない。

つぎに，回帰常数 (c) r，\lに芝生ーがあるかどうかの検定を行えば次の分散分析表ができる。

要因 自由度

第 37 表

庁7和l
回帰常数

日五平方
の分散分析表

F 

同 帰| I 20.91551132 ¥ 

同帰問 i 3 
F = 1. 247 くF ，~ (0 目 05) =3.49 

平而問l差| 3 0.0616 

原因不明| 20 0.0494 

全体\ 27 
-
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これによれば回帰常数聞にも差は認められなし、。したがって l二位樹額については，直径分布は分地問に

は差がなく斉一であるといえる。

なお各分地で適合した直線は第 10 図に分地別に図示している。

3. 中位樹'ti1l

前と同じように計算を行った回帰係数(m)，阿帰常数 (c) およびそれらより計j;~f.した a および k の問を

表示すれば次の第 38 表のとおりである。
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分地 回帰係数 (m)

第 38 表

同帰常数 (c) a k 

I -0.1102 2.9471 0.2537 885.3 

E -0.0920 2.7504 0.2118 562.9 

JI[ -0.0836 2.5208 0.192己 337.8 

lV十 V -0.1422 3.2190 0.3274 16己6.8

つぎに，前と同じように回帰係数 (m) の検定を行えば，次の分散分析表ができる。

第 39 表 回帰係数の分散分析表

要悶 自 [11皮 平方和1 I 平均平方 F 

回帰

回帰1m 3 0.140 F=5.30>Fi6 (0.05) =2.98 

誤差 26 0.0264 

全体 30 11. 0仰206 I 

これによれば回帰係数問に差が認められる。

そこで差があると思われる IV+V分地を除いてふたたひ.分散分析を行えば次のとおりで、ある。

第 40 表 lV十 V分地を除いた回帰係数の分散分析表

要因 自由皮|平方和|平均平方 F 

回帰 5.43113314 

回帰問 2 0.0391 F = 1. 454<F P9 (0.05) ニ 3.52

誤差 19 0.51183561 I 0.0269 

全体 22 

これによればlV十 V分地を除いた 1 ， n , JI[の 3 つの分地については回帰係数問に差は認められなし、。

したがってその 3 つの分地について回帰常数I :，m: 差があるかどうかの検定を行えば次のとおりであろ。

第 41 表回帰常数の分散分析表

要因|自由度|平方和 l 平均平万 F 

回

回帰問 i 2 
F=2.799<FI29 (0.05) =3.52 

平商問差| 2 0.0753 

原因不明| 19 0.0269 

全体| 6
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これによれば同町"J1台数1，"， 1にも巧fは詑められなし、。したがって "1 1位払jH!については IV ト V 分地を除いては

úM計係数および[Jil:!':il'ti>; }l{h"dに支はなく斉時.-(あるといえるが IVヰ V 分地のJ刈:)、，その TLI径分布は別{i，';此も

のとして取り扱わなければならない。

なお適合した各直線は第 11 岡に図示している。

4. 下位樹新

liírにも述べたが，下位位jNlの直径分f行はf'fS5-8 図を一見Lてもわヵ、るように，側1'，]1全休および上位-

1'1"位粒JHiの花'î径分市とは巡っているようである。したがって前に示した(別式のように直径の平方に対し

て本数の対数を対応させるとよい。

そこで (3) 式によって計算した問帰係数 (m) ，回帰常数 (c) および a， k の {ii'iを表示すれば次のとお

りである。

第 42 表

分 回帰係数 (m) 1 " 1帰常数 (c) a k 

I -0.00347 2.9345 0.00799 8600. 1 

E -O. 00326 2.9456 0.00751 8822.7 

m -0.00276 2.7528 0.00636 5659.8 

百十 V -0.00294 2.9285 0.00677 8482.1 

ただしこの a および k の (1((は樹所全体・上位樹夜i ・中位樹純の場合と追い前に示した (4) 式の{[((であ

る。さて， 'fÌÍJ と同織に問帰係数の検定を行えば次の分散分析表ができる。

第 43 表 回帰係数の分散分析表

要因 町IJ皮 i 平方和|平均平万 H' 

回帰 ¥ 24.27514917 ¥ 

回帰rr~l 3 0.0685 F=2.063<F:, (0.05) =2.86 

誤差 44 0.0332 

全体 48 I 25 山I肋|

これによれば回帰係数問には差が認められなし、。

つぎに，問帰常数1mに差があるかどうかの検定を行えば次の分散分析表ができる。

第 44 表 回帰 ?;3 数の分~\;{分析衣

要因|自由度|平方和 i 平均平方 1 F 

回 帰|
回帰間 l 3 

F = 1. 033<F:4 く0.0己) =2.86 

平面間差 l 3 0.0343 

原因不明| 44 0.0332 

全体 i l
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これによばれ回帰常数 (c) 1mにも差が認められなし、。 したがって下位樹極の直径分布は分地問に差は

なく斎ーであるといえる。

なお適合した直総は第 12 図に分地別に図示している。

5. 分地!日!の直径分布検討の要約

以上を変約すれば，樹種全体・上位倒極・中位樹極については本数を Y，直径をXとしたとき

y = ke -ax 

の指数山線でその直径分布が表わされ，これを直線に変換して

log y = c 十 rnX

の形にして回帰係数 (rn) および !Ii!1iil常数 (c) の差の検定を分散分析によって行った結然， tliH!TI全体お

よび!-位制j'J!]は分地1mには2主力:~忍められず，中位樹極はlV十 V分地のみが別個な分市をしているが他の 3

分地|同にはkが認められないことがlリj らヵ、となった。

下位樹磁については直径分布は

y =ke-ux2 

の形で表わされ，これを直線に変換して

log Y=c十mX'

の形にしてがIと同様に回帰係数 (rn) および回帰常数 (c) の差の検定を行った結果， 差が認められずp

分地;1\]の直径分布は斉一であることがわかった。

c. 調査結果の総括的検討

以上述べたように，この試験地の193911:における試験開始当初の林分構造は各分地ともきわめて近似し

ていたということができる。

さて，このような斉一林分に1939平およひ・1955年に択伐および皆伐を施行Lたので、あるが，この両調査

11与における伐採前および伐採後の本数・材積を各分地ごとに，炭対としての上位・中位・下位の樹極区分

別に，一覧できる比較総括表として取りまとめてみると次に示す第 45 表のようになる。

この第45表から調査結果の総括的な検討を行えば次のようである。

(1) まず19:39年に各分地別にどのような伐採を行い，その結果1955年にはどのような林分に推移した

か，そL てまた1955年にはさらにそれに応じてどのような伐採を行ったカゐを，炭材としての上位.中位.

下位樹積極-区分別にその付h

すなわち， 1939年の伐採では第 I 分地は炭材としての上位および中位樹種を ha 当り 18.7672 111 3 保残

〈保残歩合10.8%) のれ伐を，第立分地は上位樹極のみを ha 当り 12.51191113 保残 〈保残歩合 6.5%)

の択伐を，第][[分地〈抱Jili樹市を除く〉は皆伐を実行した。

その結果 1955 恨の調査においては第 I 分地は 1939 年調査時(林令25年〉の材積をしのぐまでに成長し，

しかも上位および中位樹極の材積はし、ずれも 1939年調査時の材積の 2 倍余に増加し，これと反対に下位樹

種の材積は減少している。第E分地は上位樹種のみを択伐保残し，他は皆伐したので，上位樹種の成長が

著L く大きく 1955年の伐採前の材積は1939年のそれに比べて上位樹種の占める割合が著しく増大している

ことがわかる。

これらに比べ皆伐を実行した第E分地は上位あるいは中位樹種の択伐保残による成長増加がないため，

1955年の調査では他の 2 つの択伐区に比べて， 1939年の択伐による保残材積を差し引L、て考えても，林分

材積がかなり劣っていることがわかる。
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第 45 表 193 9 年および 1 955 年の両

分 樹極 本数
1939什二 (IWi和 14 年〕 。コ 誠司 査

伐 採 lﾌﾍJ 伐 採 後 摂伐率
士出 区 材積

分 I ~当|上中 lh |上中・
別 BU BU 総数 換。算数 下の・別% 総数 換n算義込1" 主VJ・別O 

。/ζ
" 

本 積数 849 676 3 , 219 78.1 20.4 
4.4150 21. 0238 12. 1 2.5764 12.2686 66.8 41. 9 材木 数 300 1, 429 15.9 183 871 21. 9 39.0 

釈 中位樹積
材本 1数資 3.923~ 18.6833 10.7 1.3647 6.4986 33.2 65.2 

分伐区 下位樹種 738 3 , 514 39.1 100.0 

材木 桜数 28.2811 134.6719 77.2 100.0 
地)

1, 887 8 , 986 100.0 859 4, 090 100.0 54.5 
0.21 f5- j寸志t 36.6196 174.3790 100.0 3.9411 18.7672 !OO.O 日9.2
ha 

第E( 強度 上位倒額
木数 838 3, 990 44.9 578 2 , 752 100.0 31.0 

本材 1数'11 3.4909 16.6233 8.6 2.6275 12.5119 100.0 24.3 
240 1, 143 12.9 100.0 

択 中位樹扇
材本 積数 3.6729 17.4900 9.0 100.0 

分伐区
下位樹種

787 3.748 42.2 100.0 

本材 積数 33.4312 149.1962 82.4 100.0 地)
1, 865 8, 881 100.0 578 2 , 752 100.0 69.0 

。 .21 ZEL 3 
材積 40.5950 193.3095 100.0 2.6275 12.5119 100.0 93.5 ha 

抱護
上位樹fill

本数 1, 003 4, 179 49.9 310 1, 292 38.9 69. 1 

材ヌ!三 積数 4.8006 20.0025 11. 2 1.9434 8.0975 10.8 己9.5
皆 265 1, 104 13.2 154 642 1\λ3 41. 9 
伐 中位樹原

本材 積数 4.6555 19. 己979 !O.8 2.9088 12.1200 16.2 37.5 
区 743 3 , 096 36.9 333 1, 387 41. 8 55.2 

策 全 下位樹問
本(は ら数5 33.4745 139.4771 78.0 13.0706 54.4603 73 目。 61. 0 

1II 域 2 , 011 8, 379 100.0 797 3 , 321 100.0 ι0.4 

分虫色 0.24 ir 材積 斗2.9306 178.8775 100.0 17.9228 74. 6~'83 100.0 58.3 ha 

護f抱ヘ
皆

木 数積 693 4 , 620 57.1 100.0 
伐実 上位樹極 2.8572 19 目 0480 11. 4 100.0 木材 数 III 740 9. 1 !OO.O 皆 1'1 中位樹f:rfi

本キ寸 積数 1. 7467 11. 6447 7.0 100.0 伐
区 410 2 ,733 33.8 100.0 区 下位樹額

¥../ 4ト~叫 本材 積数 20.4039 136.0260 81.6 100.0 

0.15 l口L 計
1,214 8 , 093 100.0 100.0 

hα 材îJ\1 25.0078 166.7187 100.0 100.0 

0.24 
抱 木数 310 3 ,444 38.9 310 3 , 444 38.9 0.0 

ha 護
上位樹脂

材木材本 積数
1.9434 21. 5933 10.8 1.9434 21 目 5933 10.8 0.0 

樹 中位樹極
154 1,712 19.3 154 1, 712 19.3 。 。

情 2.9088 32.3200 16.3 2 目 9088 32.3200 16.3 日目。

区 下位樹槌 :木付 積積数数 333 3 , 700 41. 8 333 3 , 700 41. 8 0.0 
13.0706 145.2289 72.9 13.0706 145.2289 72.9 。 。

域 797 8 , 8:;6 100.0 797 8 , 856 100.0 0.0 0.09 ノ口"-
材積 17.9三28 199. 1422 100.0 17.9228 199.1422 100.0 。 。

hα 

第(
本数 284 2 , 532 32.3 284 2 , 582 32.3 0.0 

比 上位樹種
IV較 材木 数桜 1.5854 14.4128 7.7 1.5854 14.4128 7.7 0.0 

I!O 1, 000 12.5 110 1, 000 12.5 0.0 
分の区 中位樹種

本材、 積数 0.9685 8.8045 4.7 0.9685 8.8045 4.7 0.0 

下位樹種
486 4 , 418 55.2 486 4 , 418 55.2 0.0 

地) 材本 干数資 18.0454 164.0491 87.6 18.0454 164.0427 87.6 0.0 

0.11 Jよコ、
880 8 ,000 100.0 880 8 , 000 100.0 0.0 

ha キオ {l'l 20.5993 187.2663 100.0 20.5993 100.0 。目。

第ハ比
上位樹種 本数 907 53.3 907 8 , 245 53.3 0.0 

材本 杭数 2.6938 24.4891 14.3 2 目 6938 24.4891 14 目 3 0.0 
V 車交 281 2 , 555 16.5 281 2 , 555 16.5 0.0 
区 中位樹種

太材 積数 3.1079 28.2536 15.0 3.1079 28.2536 15.0 0.0 
分の

下位樹種
513 4 , 664 30.2 513 4, 664 30.2 0.0 

材本 積数 I生 9710 136. 1000 70.7 14.9710 136. 1000 70.7 0.0 
地0.)11 ir 吉十

1, 701 15 ,464 100.0 1, 701 15 , 464 100.0 0.0 

ha 材積 20.7727 188.8427 100.0 20.7727 188.8427 100.0 0.0 
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調究結果の比較総括表 単位 ;1;:数は木， .j;>t l'111は m3

1 955 f手 (昭和 30 年〉 の 司現 奇

伐 採 吉司
向 1939q二

伐 採 ほ巴'- 択伐率至 1955 t[三

ha 当 上・中・ 16年間の
ha 数当総数 下・別 ha 当成 総数 下の・ % 別 % 換算数

の% 長 量 換算

4 , b33 39.2 3 , 929 13.3 
8.6788 41. 3276 23.6 5.7100 27.1905 64.5 34.2 

4991 2 , 376 20.6 1, 505 399 1, 900 32.6 20.0 
6. ~)~5~i 3L 1~1~1 17.8 24.6724 3.1359 14.9329 35.5 52.1 

975 4 , 643 40.2 4 , 643 100.0 
21.5702| 102.7152' 102.7152i 100.0 

2 , 4261 11 , 552 100.0: 7 , 462 1, 224i 5 , 829l 49.5 
36.79491 175.2138' 100.0 156.4466' 8.84591 42.1234 100.0 76.0 

830 3 , 952 39.1 1, 200 709 3, 376 97.7 14.6 
8.8.1_76 42. 131~ 25.4 29.6195 5.7938 27.5895 98.2 34.5 

195 9之9 9.2 929 17 81 2.3 91. 3 
1.3480 6.4190 3.9 6.4190 0.1040 0.4953 1.8 92.3 

1, 097 己， 224 51. 7 5 , 224 100.0 
24.5783 117.0396 70.7 117.0396 100'.0 

2 , 122 10 , 105 100.0 7 , 353 726 3 , 457 100.0 65.8 
34.7739 165.5900 100.0 153.0781 5.8978 28.0848 100.0 83.0 

773 3 , 221 36.3 1, 929 274 1. 142 40.3 64.6 
5.9697 24.8738 11. 3 16.7763 3.7963 15.8179 11. 4 36.4 

378 1, 57:: 17.7 '133 91 379 13.4 75.9 
4.9533 20.6387 9.4 8.5187 3.2936 13.7233 9.8 33.5 

980 4 , 083 46.0 2 , 696 315 1, 313 46.3 67.9 
41. 8989 174.5788 79.3 120.1180 26.3456 109.7733 78.8 37.1 

2 , 131 8 , 879 100.0 5 , 558 680 2 , 833 100 (1 68.1 
52.8219 220.0913 100.0 145.4130 33.4355 139.314丈 100.0 36.7 

499 3 , 327 34.4 3 , 327 100.0 
2.1734 14. ,4893 11. 2 14.'1893 100.0 

287 1, 913 19.8 1, 913 100.0 
1.659ウ 11. 0647 8.6 11. 0647 100.0 

655 4 , 433 45.8 4 , 433 100.0 
15.5533 103.6887 80.2 103.6887 100.0 

1, 451 9 , 673 100.0 9 , 673 100.0 
19.3864 129.2427 100.0 129.2427 100.0 

274 3 , 044 40.3 -400 274 3 , 044 40.3 0.0 
3.7963 42.1811 11. 4 20. ち878 3.7963 42.1811 11. 4 0.0 

91 1, 012 13.4 -700 91 1, 012 13.4 0.0 
3.2936 36.595b 9.9 4.2756 3.2936 36.5956 9.9 0.0 

315 3 , 500 46.3 200 315 3 , 500 46.3 0.0 
26.3456 292.7289 78.7 147.5000 26.3456 292.7289 78.7 0.0 

680 7 , 556 100.0 -1 , 300 680 7 , 556 100.0 0.0 
33.4355 371. 50邑6 10(J.0 172.3634 33.4355 371.5056 100.0 0.0 

220 2 , 000 28.9 582 220 2 , 000 28.9 0.0 
2.2441 20.4009 6.2 5.9881 2.2441 20.4009 6.2 0.0 

154 1, 400 20.2 400 154 1, 400 20.2 。 .0

1. 3303 12.0936 3.7 3.2891 1.3303 12.0936 3.7 0.0 
387 3 , 518 50.9 -900 387 3 , 518 50.9 0.0 

32.5909 296.2809 90.1 132 ‘ 2382 32.5909 296.2809 90.1 0.0 
761 6 , 918 100.0 1, 082 761 6 , 918 100.0 0.0 

36. 16~3 328.7754 100.0 141. 5154 36.1653 328.7754 10J.0 0.0 

585 5 , 31 日 53.8 -2 , 927 585 5 , 318 53.8 0.0 
4.2121 38.2918 11. 1 13.8027 4.2121 38.2918 11. 1 0.0 

197 1, 791 18.1 -764 197 1, 791 18.1 0.0 
5.6027 50.9336 14.8 22.6800 5.6027 50.9336 14.8 0.0 

306 2 , 782 28.1 -1 , 882 306 2 , 782 28.1 0.0 
28.0658 255. 1436 74. 1 119.0436 28.0658 225. 1436 74. 1 0.0 

1, 088 9 , 891 100.0 -5 , 573 1, 088 9 , 891 100.0 O.C 
37.8806 344.3690 100.0 155.5263 37.8806 344.3690 100.0 。 .C
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しかL てこのような1955年の状態において，さらに19391T と同じ jl!ß旨で、それぞれの分地に応じ択伐およー

び皆伐を実行Ltニ結果は，この節目図でわかるように鈴 I 分地では保残材積 ha 当り 42. 1234m3 (保残i

歩合24.0%) ，第E分地では{京成材積 ha 当り 28.0848m3 (保残歩合 17.0 %)である。

fl Z l 寄目竺吐型企三三三三重~!lF_~O三三三三三j
剖主|著臨菌ι4986
五五|量 ニ・九 :両日三三三事曹三三三三三ヨ

tlil炉型例

rl~ I草画担量二三三三重量手三三三三三三ヨ
孟 1副室岡
望m喜ト~ユ =玉三三士三三垣垣垂;三三三三iヨ
~I~I2 匿事雪ヨ|
と己ドヰ且4豆;3(iffftn 

11~1問覇基二三三ヨ坦主主三二三三1
主 i 51- 1 室|。
支 ~I 事匝喝~~三三主塾通H-:::=~=主主三ヨ

?言直~

凡移lJ

自 EE
上位街種 中イ生街種 下位術穆

再面白警E
174.3781 

18.767'2 

175.2138 

42.1234 

歪忌亙亙亙亙
明3

193.3095川目 1

12.5119 

165.5900 

28.0848 

~豆亙豆亙

166.7187 

0 

129.2427 

0 

第 13 図 1939: ，:および1955年の両調査時におけ』る分地別・伐採前後別・樹種区分別材箭図

この1955年の択伐および持伐は，いうまでもなく薪炭材として優良なカシ類を主体とする林分への漸進1

的誘導と成長量増加のためのれfえが技術的にどのような効以を現わすかを，さらに究めるためのものであ

る。

(2) つぎに1939句および1955'[1:の両調査の結果を，分地別に炭はとしての上位・中位・下位の樹種区一

分別に材積の歩合で図示をすれば，次に示す第 14 図のようになるO

この第 14 図によれば， 2 f盃煩の択伐区・皆伐区および比絞のための保存区はそれぞれの施業内容に応;

じて3 それらの林分を構成する炭材としての上位・中位・下位の樹種区分別の材T1'1歩合が1939年の調査時

から1955年の調査時までの16年間にそれぞ、れ特徴のある明瞭な変化の万向を示していることがよく察知さ

れる。

寸なわち第 I 分地ではこの16年間に下位樹砲の材積歩合は77.2%から58.2%に激減し，これに代って上一

位および中位樹脂の材積歩合がともに激則してその合計は22.8%から4 1. 4%へと上昇している。

tfう江分地は上位樹穫のみを択伐保残し1l包は皆伐した択伐分地で‘あろから，上位制砲の材積歩合は1939年

の8.6%から1955{Tôには25.4%にまで飛隠し， 皆伐された中位およ v'下位制frIlの材.fJ'i歩合はそれに応じて:

減少している。
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以上の 2 つのれ伐区に比べると皆伐された第JJ[分地はその趣きを全く奥iこし 1939 q~:および1955i手の両調

J査結果とも樹開区分別の材積歩合に相違が認められなL、。このことはつまりこの聞の休分では 1 回の皆伐

ーでは二次林の林相にほとんどなんらの変化も及ぼさないということを示していることがわかる。

比較のための保存区である第百および第Vの両分地は第 I~TIIのいずれの分地ともまた異なり， 1939平

から1955年までの16'<1" 1，"，]に下位樹極の材積歩合はますますi自力日し，それに代って上位および中位樹種の材

積歩合が一層減少してきている。二の林分では下位樹極め主体をなすものはツプラジイでおり，上位樹種

・の主体をなすものはカシ瀕であるから，このことを別言すれば，このような林分では25年生から41年生へ

と林令が進むに従いー!日ツブラツイ優勢，カシ類劣勢の傾向が明白になってくるということができる。し

ーかしながら，ツブラフイは湯性な広葉樹でまbるから一般的に考えるとやがてはこれに代ってカシ類が優位:

を占める林分へと相生が変化することも予想せられるがi それらについてはこの試験地の今後の調査にまi

たねばならな L 、。

なお，第lV分地と策V分地とを比較すれば，傾斜の上位部を占める第IV分地は下位樹極の材積歩合が比

較的高く，傾主 lの下位ffj$を占める第v

ι分地は上位および寸1位樹障の材積歩合

ρ:比較的高いことも見逃してはならな

L 、。

(3) つぎに1939:r力、ら 1955 q'õ までの

-16年間の成長 l誌を分地別に炭付として

の上位・中位・下伎の樹f，n区分に図示

してみると次に示寸ßtî 15 図のように

なる。

この第 15 肉でわかることは，択伐を

施行した第 INよび第J[分地の16年間

の成長量が椅伐を実行した第E分地の

それよりも20%余りも大きい主 1，、うこ

と，比較のための保存区で‘ある第IVお

よび第V分士山の 16(['1円!の IJX;長量比休令

'25平から41年までのものであるが皆伐

区のそれよりも大きく択伐区と近似の

高さを示しているということ， 上位お

よび中位樹種を択伐し下位樹種を皆伐

した第 I 分地では上位および中位尉極

ιの成長量が皆伐区や保存区に比べて苦

しく大さし上位樹種のみを択伐し他

位皆伐した第E分地では土{立樹閣の成

長量が皆伐区や保存区に比べて皆しく

皿
第 14 図 1939 ëFおよび1955lドの同調査 l寺における分地別・

樹種区分別の{才的歩合図
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大きいということ，などである。

要するに1939年に行った 2 種類の択伐が，成長量の摺加についてもまた林分構成樹積の改善につ

いてもかなり大きい効果があることが認められる。

この試験の主目標は薪炭としての優良樹種が主体をなす林相に，成長量をおとすことなく誘導しうる技τ

(4) 

術の解明にあるので，なおこの試験地の今後の成果にまつべきところが大きL 、。しかし少なくともこの16，

年間の成果によってこの種の林分にはこのような択伐手段が成長量の地大にもまた林分構成樹種の改善に

も有力な技術の一つである止いうことは結言することができる。

それは第m分地の皆伐区は数 ha というような大面積の、ただごこで一つ忘れてはならないことがある。

皆伐地そばだく周開tこ 5m 帽の抱談樹;帯をめぐらした面積 0.15 ha の小皆伐地であるということでゐる。

したがってど:の第班分地から得られる調査結果は大函杭の皆伐の場合に比べると皆伐作業によって生ずる

で1らろう主思われる特性がかなり打ち消されている主いうこ，~を考慮していなければならなし、。そしてこ

れに類似の傾向はその程J庄の差ごそあれ第 I および第E分地の択伐区におし、て主一応、考えておかねばなら

これらの

2 つの択伐区はそれぞれ 3 万は皆伐区

ないであろう。なぜならば，

の抱護樹1*と同様の林分につつまれた

0.21 ha の小而積の林地であるからで、

あるo

D. カシ類とツブラジイの

生育についての検討

ここでいうカシ類 2こはアカガシ・ァー

ラカシおよびウラジロガシの総称であ14.4-893 mJ 

Z11.0647 カシ海lはこの試験士山の上位樹撞る j);，

の材積のうち65%余りを占め，またツ

ブラツイはこの試験地の下位樹種の材?

Tùのうち実に91%余りを占めているO
刑3

5.9881 ". 

3.2891 

三三Z三二二三二二三三二二三三三二三ヨ 132.2382
141.5154-

このようにカシ類とツブラフイはこ

の誠験地の代表的な主要樹種で、あるか

この章では特にこれらの樹種の住

育について検討を行う三とにする。

なお参考のため1955年の調査におけ

第
T
4
2
(盟
理
豆
刺
引
制
(
強
度
量
一
第

E
盆
(
皆
実
行
塁
手
金
(
比
較
区J
一
)
一
第
γ
骨
塁
較
区
J
-
u

ら，

るこの試験地の各分地別のカシ類とツ

m3 
29.6195 

口 1
全樹種 | 

ーヨ 22.6600

ブラツイの材積がそれぞれ上位および

下位樹顔付棋のうちに占める割合を表

仔11

E
明

凡

自
中位韓首樋

自
よ位樹有E

示すれば次に示す第 46 表のようであ p

る。

1939年から1955年までの1行年間の分地別・樹種区分

別のha当り成長畳図

節目図
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第 46 表 1955年の調査における各分地別のカシ類およびツブラツイの材積が

それぞれ上位および下位樹種の材積中に占める割合一覧表

カ シ 類 ツブラツイ

上位樹種中に占める材積の寄u I 下位樹種中に占める材ftJの害j

メ空、
<=1 % Z込

Zコ
of. 
/U  

第
一
第
一
第

工 分
一
分
一
分

地
一
地
一
地

66.2 93.1 

E 63.5 89.2 

JI[ 66.3 90.2 

第 IV.V 分地の平均 66.4 93.6 

平 均 65.6 91. 5 

まずV ・ A ・ 2 章で示した1939年および1955年の両調査結果の明細表第 6~27表から，カシ類とツブララ

イの数伯のみを拙出し ha 当りに換算してー表に取りまとめてみると次に示すと第 47 表のようになる。

この表をさらに日やすくするためにカシ類とツブラジイを別表に分け 2~8 cm, 10~18 cm, 20~28 cm, 3() 

~:38cm の 10.cm ごとの径級階区分別に取りまとめてみると次に示す第 48 表および第 49 表のようになる。

まず第 48 表のカシ類の分地別・径級階区分別の本数・材積の推移表を検討してみると次のようなこと

がうかがわれる。

(1) 第 I および第E分地の択伐区の15年間の成長量は第E分地の皆伐実行区のそれに比べて約 2 倍であ

る。

(2) 皆伐を実Jほした第E分地は19:39年の調査時は林令25年， 1955年の調査時は林令16年でまb るから，

1955年の調査時の材積は林令が若いだけ1939年の調査時の材積より 15%余り少なしことに径級 10ι間以

上の比較的径級の大きいものの材積が著しく少なし、。

(3) 第IVおよひ・第V分地の比較のための保存区の16年間の成長量は林令25年から41年までの期間のもの

であるが，これは択伐区の16年間の成長量の 1/3 余りにすぎず皆伐区のそれよりもさらに少ない。

仏) 径級[5皆区分別材積の16'T fI'， j の推移をみる止策 I および第E分地はれ伐施行によって上位径級階への

伸長が著しく，比較のための保存区はこれと反対に林令25年の林分をさらに16年間そのまま保存したこと

によってカシ類はツブラジイにますます被圧されてきているため，上位径級階への伸長がきわめて僅少で

あることが十っヵ、る。

つぎに第 49 表のツブラツイの分地別・径級階区分別の木数・材積の推移表を検討してみると次のような

ことがうかがわれる。

(1) ツブラツイは第 1 • Il分地の摂伐区および第E分地の皆伐実行区のいずれの分地においても皆伐さ

れた樹種であるが，第 I および第E分地でt土他樹種の択伐保残木がまbるため，その被蔭の影響によって皆

伐実行区上りも 16生I'I'I'tJの成長が僅少で、はあるが劣っている。ナこだしここでいう 16年間の成長とはその絶対

量ではなし 第 49 表の右端欄に示すように19:39年の試験地設定当時のそれぞれの分地におけるツブラツ

イの材結を 100 とした場合の16年間の成長材積の比率をいうのである。なお第E分地の皆伐実認区は面積
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第 47 表 カシ矧およびツブラフイの分地別・調査時別

6 cm 80r. 18 cm 

本 材 本 材 木 キオ 本 材 本 キオ 本 1寸 本 材

数積 l 数約 数 ~'liJ 数 'h'l 数 在主 数 干支 数 数 flJ 数 務!i

採前伐 カシ類~91 0.4905 333 1.7333 2431 3.0357 167 4.0000 24 1. 4762 

第一
九 ツブラツイ 262 0.2619 333 1. 4000 3521 4.4047 400 10.8000 47221. 2143 357 22.1429 238 21. 6667 162 18.6190 71 11. 0714 

工二二 一
一一一

九伐 カシ類348 0.3476 252 1. 3124 233 2.9167 951 2.2857 141 0.5714 101 0.5905 

分 年採後 ツブラジイ
士也
/、、

kyuい 1. 28761 186 2.321412001 4.800011291 5.14281 721 4.4286 
弱度 4 0.6714 

主2 九五 ツブラツイ 414O. 4143!1 , 015 4.26001 948 11. 84521786121. 21431539124. 21431291118. 0095 4 0.7381 

伐区 一一一 一一

五伐採 カ シ類142410.42381--1p 1 0.94101 181 2.261911581 3.77141 621 2.47621 341 2.0667 4 0.6714 
、、J

年後ツブラジイ l

ll  l l 
l 伐カシ類61910.61911 41912.17901 22412.7976113413.20001 29i 1.14291 410.29521 1 410.5476 

第\1九採前ヅプヲクイ L同凹 0.30001 39611 “ 001 3811 4.7619:376110.15711443:19. 9勾 61314119. 4857i28日 6.0000117612026191114117.7143
山シー 4048 町制9 山 2.559511051 2. 5…山 41 n 卿

分地I年採イ変ツブラツイ
f、|

伐カシ矧1十38 …291 2…一 4.4572強皮l ー 1291 5.14291 381 2.36191 381 3.1238 34 

訳|九 採前ツブラジイ 1324~0. 3238[1 , 129[4 加011 ， 157114.4ωò76123 卸 l 595126. 7�571324120. 07621 981 8.6667 19 2.19051 151 2.2143 
伐五 一 一一一一

区l五伐カ ν 竹刷… ω… …7621 291 1. 7川 191 1. 5ω 
)i年採1fi:.ツブラツイ I 

第
][[九伐 カシ類7十 76∞ 407 2.1147 134 1.6667 2.1333 13 0.82671 131 1. 0933 

分地三九採前
ツブラツイ 160:0. 1600 187 0.7840 207 2.5833 2141 5.76001360 16.2000 293 18. 18671253123.0己331160118.40001 93 14.4667 

自年
伐九伐 カシ類 667 3.4667 280 3.5000 ::116∞ 0.2666 

窒伝」ノ 五吾叶4 採前 ツブラジイ 34010.3400 847 3 邑560 680 8.5000 573/15.48001500 22. 己000 327 2.0667 

第
lV 九カシ類905 0.9045 400 2.0800 264 3.2955 91 2.1819 41 1.6364 9 0.7454 4 0.6409 

可』 九ツブラツイ 518 0.5182 614 2.5773 486 6.0795 482 13.0091 346 15.5455 368 22. 82731287 26.0591 173119.8636 54 8.4545 
分 年
地

比" 九カシ類31410.31361 327 3.52271150 3.6000 86 3.4546 27 2.2364 9 1. 0":55 14 1.9227 

較、区J 

五
五ツブラフイ ':9110.49091 214 0.8ヲ731 136 1.70451141 3.8045 150 6.75UO 186i 11.5545 232 21. 0955 209 24.0455 118 18.3182 
年
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径級別木数 l寸1'r'1総括表 (ha 当換算〉 単位本数(土木，材積はnt3

o cm ¥ 22 cm I 24 cm ¥ 26 cm I 28ιm I 30 cm I …|…|…| 

オ木材本材本l 材木材本|材本材本
数積数杭数有I 数積数(約数積数iht 数的数政数 積

4318.014311012.1附 ~I~I_I_I_I_ _I 1__1 川 123.0381
ヲ52 日 .0243

I ¥ 1 1 1 1, 3~31 山 l

1, 4331 10.7814 

531 9.79521 41 1. 05241 1 1 1 1 2 , 8431 131. 117 i 
一 一 一 一 一一一一一一一一一一

26.8248 

41 1. ~j381 104.4567 
一一 一一一一一一一一一

~I 1. 54291 1 1 1 1. 086: 13.8776 

l ， 493111 ・ 3147

1 1 1 1 1, 7231 12.5300 

1, 2361 19.4882 

173132. 30001155134. 15451118132. 20911 59119. 14551 36114. 54551 23110. 27271 32117. 3:; 271 915. 52731 412. 9863¥ 2 , 4861 258. 1745 
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第 48 表 カシ類の分地別，径級階区分別の本数材積の推移表 (ha当り換算〉

単位本数は本，材積は m3

分 認i 本材 径級階区分 cm 1939年伐採 193の9本年伐数採材
上自 査 積

1 1O~18 I 却
言 1. 前の本数村前'ffjに対する

バ'仁ァ1 時 数別 2-8 
に対する

16年間の成% 
長量の%

1939年伐採前
本数 1, 234 95 1, 329 100. ﾜ 

第I(度~~ 
材核 9.2595 4.3334 13.5929 100.0 

1939年伐採後
本数 928 24 952 71. 6 

苦t
材稲 6.8624 1. 1619 8.0243 59.0 

分伐区 1955年伐採前
本数 1, 077 238 18 1, 333 lüO , 3 28.7 

地) 材積 8.8519 13.1333 5.3667 27.3519 201. 2 142.2 

1955年伐採後
本数 944 123 4 1, 071 

材 {11 7.3981 7.3238 1.5429 16.2648 

193ヲ年伐採前 本数 1, 396 37 1, 433 100. 。

第E強( 4芝
材 fi'i 8.7957 1.9857 10.7814 100.0 

1939年伐採後
本数 1, 096 33 1, 129 78.8 

事t
材h'1 7.459ふ 1. 4381 8.8976 82.5 

分伐区 1955年伐採前
木数 1, 201 243 B 1, 452 101. 3 22.5, 

士山) キオ f'l'1 9.3391 15.1333 2 , 3524 26.8248 248 , 8 166 , 3 

1955年伐採後 本数 972 110 4 1, 086 

材 Ti'i 6.5252 5, 8095 1, 5429 13.8776 

E第I♀2 1939，，1"伐採前 本数 1, 414 79 1, 493 100 , 0 

材干i'l 7.2614 4 , 0533 11.3147 100.0 

分1区ゴ 1955午伐採前 本数 1, 794 6 1, 800 120.6 120.6 

士山〉 村松l 9.3467 0.2666 9.6133 85.0 8::'.0 

第1V(上b 1939凬 本数 1, 660 63 1, 723 100.0 

J絞
材積 8 , 4619 4.0681 12 , 5300 100.0 

分区 1955 1，ド 本数 1, 073 163 1, 236 71. 7 28.3 

地) 材積 9, 1381 10 , 3501 19.4882 155.5 55.5 

0.15 ha の小商店iであり， しかもその周聞が 5m 幅の抱.llii. IJÏJ帯で包まれているのでれ伐区と皆伐区の成長

に大きい差異が現われなかったものと J思われる。

(2) 第四および第V分地の比較のための保存区では他のいずれの分地におけるよりもツブラツイの成長

は大きし 1955年の調査時の林令41年のときの材積は1939年の調査時の林令25年のときの材積の 2 倍以上

となっている。

(3) また径級階区分別材積の16年間の推移をみると，第百および第V分地の保存区においてと位径級階

への伸長がとくに著ししカシ類の場合とは全く対照的な成長の推移を示している。

さて，カシ類およびツブラジイの16年間の成長の推移について検討した以上のことは，要するにこの誌

験地では択伐施行によるその効果がかなりはっきり現われているということの裏付けにすぎないが，しか

し保存区におけるカシ類とツブラツイの優劣のすう勢は，そのこととは無関係な両樹種間の個性の現われ

であるということができょう。
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rfl 49 表 ツプラツイの分地別径級階区分別の本数材積の推移表作。当り換算〉

単位本数，t本，材積はm3

分 説l 木材 径級階区分 cm 1939年伐本 前193の9本年伐数採材
地 査 採数前の積

2 - 8 1 10-18 i 20-28 卜0-38 す材積に
積に対する

Jイえヲコ 日与 数別 対る%
16年間の成

長長の%

第(!dtg t 1939年伐採前 本数 1, 347 1, 300 58 2 , 705 10日ー日

I 却1 材;l'J'1 16.8666 94.7113 11. 4572 123.0381 100.0 

分2 19己5年伐採前
本数 3 , 163 949 12 4 , 124 152.5 152.5 

地) 材芯i 3:'.7338 54 目 0476 3.933." 95.7148 77.8 77.8 

第aIえ 1939年伐採前 本数 1, 453 1, 333 57 2 , 843 100.0 

11 古!N司 材右i 16.8790 103.3905 10.8476 131. 1171 100.0 

分伐 1955年伐採前 本数 3 , 486 1, 048 A 4 , 538 159.6 159.6 
区

材1'11 43.1852 59.9334 1. 3381 104 目 4567 79.7 79.7 
地)

第2日2 
1939年伐採前

本数 768 1 ， 1;う9 53 1 ，ヲ80 100.0 

11[伐 材芯i 9.2873 90.3067 11. 0533 110.6473 100.0 

分実程 19己5年伐採前 本数 2 , 440 1, 053 3 , 493 176.4 176.4 

地) 材有i 27.8760 65.6733 93.5493 84.5 i'4.5 

第昆
lV 1939tド

本:数 2 , 100 1, 228 臼 3 , 395 l瀇.() 

:T ~攻 材1'J'1 22.1841 92.7500 13.4864 128.4205 100.0 
V 

本数 982 895 541 68 2 , 486 73.2 -26.8 

分地) 区 i 95511: 
材秘 6.8972 81. 7637 133.3546 36. 1590 258.1745 201. 0 101. 0 

つぎにもう一度カシ類とツブラジイの径級別材積のおtfちを図によってながめて，両樹磁の 11，'d性の相違を

さらにはっきりと検討してみよう。

つぎに示す第 16 図はflfn 分地，第 17 図は第E分地，第 18 図は第m分地， i'f~ 19 阿は第lVおよび第 V分

地の合計の1939年および1955年の両調査における伐採前の径級別 (2c/1lごと〉材積を ha 当り 1こ換算した

もののfíf:移区lである O

これらの 4 岡からわかることは次のようである。

(1) まず第 16 図をみると第 I 分地(上位および中位樹種を択伐し下位樹種は皆伐した弱町択伐区〉 で

は， 1939年の調査においてはツブラジイが圧倒的に優勢でカシ類は完全に被圧されていたが， 1939勾4の訳、

施伐行によって1955年の調査においては胸高直径18cm 以上の比較的大きい径級木の材積で‘はカシ類の方

がツブラジイよりもヵ、えって優勢であるほど林分構造の著しい変化を招いていることがわヵ、る。しカ通しI直

径 18cm 以下の比較的小さい径級木の材積では両者の差が若干縮まったとはいえ，なお著しい相違があり

し、せ、んとしてツブラジイの方がカシ類よりもはるかに優勢である。

(2) 第 17 図をみると第E分地 〈上位樹種を択伐 Lrj'l位および下位樹種は皆伐した強度択伐区) lこ允げ

るカシ類とツブラツイの成長推移の関係、は，第 I 分地の場合主同じ傾向であることがわかるが，その程度

はさらにひどく 1939年の訳伐施行によって1955年の調査においては胸高直径 16cm 以ヒの比較的大きい径

級木の材積では，カシ類がかなりツブラフイを圧倒せんとする勢にある。

(3) っき、に第 18 図をみると第m分地(皆伐実行区〉では， 1939年と 1955年の両調査時におけるカシ殺

とツブラフイの径級別材磁の関係はたがし、に相似の関係にあることがわかる。すなわち， 1939浪の調査時
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第16図第 I 分地におけるカシ類およびツブラ

ツイの径級別 ha 当り材積の推移図

tf~17阿第E分地におけるカシ類およびツブラ

ジイの径紋別 ha 当り材干1~の推移図
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第18図第E分地におけるカシ類およびツブラ 第四図筋1V.第V分地におけるカシ類およびツ

ツイの径級別 ha 当り材積の抗移図 ブラジイの径紋別 ha 当り材磁の移打f~図

!は林令25中であり， 1955年の調査時は林令16年であるから，その林令の差だけ後者の方が相対的に径級が

ィ、さく総吋Hlもまた少ないだけであって，両調査時におけるカシ類とツブラツイの径級別材積の相対的な

;関係にはほとんどなんらの相違も認められなし、。

このことは前にも述べたがp このような林分では l回の'樹伐で、は二次林の林分椛迭にはほ曜とんど変化を

及ぼさないものと考えられる。

仏) 最後に第 19)笥をみると第 IVおよび第V分地(比較のための保存区〉の合計では， 1939年の調査時

〈林令25年〉から 1955年の調査時〈林令41年〉までの16年間にカシ額とツブラツイの優劣の差は一段とひ

どくなり，ヵ、ン類の最大径級は16{F!川に全く変化せず，ただわずかに 6~8 cm の比般的小さい径級にお

，\，、てし、くぶん材積の地加をみたに止まっているのに対し， ツブラジイはその最大径級は 24ιm から36cm

へと著しく泊大し，圧倒的に優勢な成長を遂げてきたことがはっきりと認められる。
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VI む す び

筆者が1939年にこの試験地を企画立案し，自ら調査設定を行い，さらに1955年に再度調査に従事して第

2 [1\目の択伐ならびに析伐を実行し，今回それらを一括して一応第 I 報のとりまとめを試みたしだL 、であ

るが，その結以筆行が現在まで'ìこ得た最も大きな結論の一つをここに申し述べてこの第 1 次研究報告の結

びとする。

この報告山のはじめにもふれたように，最近のツブラジイの新用注の開拓はこの樹磁の取扱いに今後大

きい変化を及ぼすにいたるであろう。

しヵ、し，この試験地の主要な窓図はそのこととは無関係であって，ツブラジイを主体正する林分カ通らカ

シ3舗を主体とするいわゆる優良薪炭林への誘導技術の品11山とその技術の技術的な効果の解|り]とが，あくま

でこの試験地の主要な目標である。

したがって，その意味においてこの試験地がすでに生みだした過去16t下川の生の記録は貴重なものであ.

札この極の択伐作業がツブラフイを主体とする林分からカシ類を主体とする林分への誘活にかたり丙い

技術的効果のあることを示したことに深く注目をしなげればたらない。

1939年の脊， 'i'fd't-が企 1f可と実行を担当してこの;試験地を設定した当時， 2管台は，この脱の択伐にこれほ

どの高い効以があるものとは期待していなかったので、あるO ツブラジイを主体とする林分を択伐作業によ

って林分成長丞を‘なとすことなくカシがiを主体とする林分へと誘導することは，技術的にはけっして過少

評{ifli されてはならないとし、うのが筆者ーの体得した最も大きな収機であり，またこのことがこの報告書のQ

大の結言でもある。

この試験地は今後さらに保存され計耐l的な調査研究が継続されわばならなし、ことはし、うまでもなL 、。

さらに付言-するならば，この誌験地の主妥な目的ではないとはいえ，この誠!険地カもら得られる多くの樹i

種ごとの JjX;長経過を詳細11こ検討しツフラジイやカシ類やその他いろいろの樹種の個性を正しく解明するこ

とによって，ツブラジイのm材林としての作業法の研究や，数多くの暖帯広葉樹極の取り吸いに関する研

究などにも，この l試験地は今後多くのよ~!nな資料を捉供するにいたるで、あろうと信ずる。しカもして筆者は，

すでに得られたこの試験地の資料を法として，そのような問題の解明を目指し，さらに引きつづき第二次

の研究報告を取りまとめ中で‘ある。

交 献

1) 熊本位林局=伊万里事業区施業案説明:!?，昭fí1l 2年 f支第 3 次検百J， (1937) 

2) 伊藤 正斌: 1立テ立テ伐り」笈林択伐作業に就て，東京営林局， (1931) 

3) 小幡 進=大阪営林局管内二・三の特殊林業に就て，研修， (1938) 

4) 熊本営林局調査課=笈林間伐に関する調査，研修， (1940) 

5) MEYER, H. A. : Fores.; Mensuration. (1953) 
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Studies on the Irnprovernent of Firewood Species (1) 

Investigation of the growth of evergreen Quercus 

and Castanopssi in test plots 

Susumu OnATA 

(Résumの

Purpose of this research 

In many firewood forests belonging to the warm zone hardwood forests，出pecially

:such firewood forests Iocated in Kyushu area, southern Japan, excelIent firewood 

forests with dominant speciES of the evergreen Quercus have been on the decrease as the 

result of repeated cuttings under short rotation. C astanoρsis cuspidata SHOTTKY which 

is tolerant has become dominant in place of the evergreen Quercus, so that if cle包r-cutting

with short rotation be further repeated, native species of rEd pine and black pine (Pinus 

densiflora Smn. et Zucc. and Pinus Thumbergii PARL. respectively) would 

invade these forests. Consequently, not a small number of hardwood forEsts there have 

been pxposed to the possible danger of having poor soil with extremely low land produc-ｭ

tivity, and Shashanbo (V acci ni um bracteatum THUNn.) and Nezumi-mochi (Li g ustrum 

jaρoniωTHUNB.) might be scattered as brushwood with Urajiro (Di�loterygium 

glancum NAKA1) and Koshida (Dicranoρteris dichotoma BERNllLARDI) prosperous on the 

fl∞r. 

Particularly in Nishisonoki district, Nagasaki prefecture, northe,rn Kyushu, the 

climate is comparatively mild, influenced by a warm current nearby , and the annuaI 

average temperature the.re is almωt as high as that along the coasts of Kagoshima 

and Miyazaki which are located in southern Kyushu. BEsides that, rainfalI is smaIl 

and they hav巴 much dry weather, being influenced by sea wind. Along with such 

climatic conditions, basic rock there is crystalline rocks. Under these circumstanc回，

deterioration of site and standing tre四 have been inclined to be accelerated. If selection 

cutting or clear-cutting system on small area be applied to such stand as having 

Castanoρsis above mentioned as dominant, what kind of structural change would take 

place in the transfぽmation of growing firewood stand by th巴 choice of cutting? And how 

would stand structure change if such forest were out of treatment for long y臼rs? Conｭ

sideration of such p凶sibi1ities would be among the most important items giving direction 

to the management of hardwood forests, especialIy that of firewood forests in Kyushu 
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lsIand, to salve thEse problems. In order to answer these questions the writer E.stabIished 

test plots for firewood species improveme.nt in sulJ.--compartment To, compartment 

No. 8 of Toonohira National Forest situated in Oseto-machi , Nishisonoki-gun, Nagasaki 

prefecture in 1939, when he was a senior forEster of the Investigation Section, Kumamoto 

District Forest Bureau, and then have conducted necessary experiments there since then. 

This report includes the results of experiments carried out in October, 1955, 16 

years after the set-up of the plots, when the writer conducted the second survey and 

selection as well as clear cutting. Howev巴r， dﾐtai1s of the investigation will be pubIish-

.ed in a subseque.nt paper. 

Outline of Testplots 

This plots cover 0.88 ha (80mxllOm) of for田t stretching from the bottom of the 

‘valley to the middle of slope with a mild inclination facing southeast. The site is locaｭ

ted a little north of the center of Nishisonoki peninsular, with a height of approximately 

200 meters above s巴a level. The surface of the site lacks rol!ing and was divided into 

the five plots as follows : 

No.1 Plot: Light selection cutting was carried out in 1939 to excellent, bEst, and 

better sp巴cies which are excel1ent as charcoal-w∞d， but good specie包

were clear-cut. 

NO.2 Plot: Heavy selection cutting was conducted to only b田，t speciεs suitable for 

charcoal-wood and clear--cutting was made to the rest. 

NO.3 Plot: Leavinga protection belt wit.h a width of 5 meters around the plot, clearｭ

cutting was carried out inside of it. 

No.4 Plot: This is a res巴rved site without any treatment, and is located at the upper 

area of the preceding three plots. 

No.5 Plot: This is another reserved site which is located at the lower area of the 

first three plots. 

Results of the experiment 

Results of the experiment carried out twice, in 1939 and in 1955, with detailed and 

,accurate survey under light and heavy selection cutting and clear cutting，紅e summarised 

:in the following table~ 
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SURVEYS IN 1939 AND 1955 FOR THE EXPERIMENTAL SITE 

(unit of volurne 間3 ) 

survey in 1939 survιy in 1955 

bE'fore 日fter bdore after 

cutting cutting cutting cutting 

ratio volurne rati。 volurne I ratio volurne I ratio 

pεr .ha 

% 
%[1  

0ノ{， 。9，6

~~_ .• I ~e~.t_.1 ~~' :~:: 12.1 66.8 I 41 , 3276 23.6 64.5 

Plot bettEr: 18 , 6833 10.7 6, 4986 33.2 I 31 , 1710 17.8 14 ， 93三9 35 己

77.2 

total 174 , 3790 100.0 18 、 7672 1 100.01175 , 21381 100.0 42 , 1234 I 100.0 

NO.2 bEst 16 , 6233 8.6 lcool421314l 25.4 98.2 

Plot b巳tter 17 , 4900 9.0 6, 4190 3.9 0.4953 1.8 

good 159 , 1962 日2.4

total 193 , 3095 100.0 12.::i119 I 100.0 I 1 己 5.5900 I 100.0 28.0848 I 100.0 

NO.3 b叫 I 19 , 0480 11. 4 

Plot bεtter l 11 , 6447 

l ll 「
日.6

gcct 136 , 0260 81. 6 103 , 6887 80.2 

total 166 , 7187 100.0 129.2427 100.0 

No. で bEsr 14 , 4128 7.7 14 , 4128 7.7 20 , 4009 6.2 20 , 4009 6.2 

Plot bEtter 8 , 8045 4. 'i 8, 8045 4.7 12.0936 3.7 12 , 0936 3.7 

good 164 , 0491 87.6 164 , 0427 87.6 296 , 2809 90.1 296 , 2809 90.1 

total 187 , 2663 100.0 187 , 2600 100.0 328 , 775', 100 , 0 328.7754 100.0 

Nhl 必 14.3 山891 i 14.3 ! 38 , 2918 11. 1 38 , 2918 1], 1 

P lot better l, 28 ， 2己36 15.0 28 , 253� 15.U 50 , 9336 14.8 50 , 9336 14.8 

good I 136 , 1000 70.7 70.0 255 , 1436 74. 1 2~5 ， 1436 74.1 

total I 188 , 8427 100.0 188 , 8427 100.0 344 , 3690 100.0 344.3690 100.U 

1. In order to verify whether or not thE'se five plots in the EoxperirnE'ntal site 

were uniforrn in 1939 whEn they were set up, diarneter distribution bεtween the plots 

was tested. The gist of th三 testing rnade is as follows : 

Nurnber of trees of_ alI species and those of bESt and bEtter speciEs Excelknt as 

charcoal-wood in each plot are rE'prEsented by Y, and diarnE.ter of it x. Thc.n as the inde'x 

curve we ha ve 

Y Ke- a玄

indicating dis~ribution of diarnetcr. Transforrning this forrnula to a lil1Ear equation, 

log Y c 十 rnx

was cbtained. By this equatiol1, a tESt of significance bEtween regr三ssion coEfficient 

(rn) and regrcssion constant (c) was conduct日d with analysis of variance, and no 

significant distribution was n:>ticed betwe白1 the plots, concernil1g 2.11 thつ speciεs
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and best species. Better species showed a peculiar distribution in No.4 ancl No.5 plots ‘ 

but in the other three plots no significant difference was obtained. 

In regarc1 to goocl species, the diame;ter clistribution was represented by 

Y = l'王e 口2

Transforming this to a linear equation , 

logY c 十 mx

was obtained. Using this equation，日 test of significance bEtween re,grcssion codficient 

(m) and regression constant (c) was macle with the same analysis as before, anc1 no 

significant clifferEnce was obtainecl, inclicating that cliameter clistribution betwee,n the 

plots was uniform. 

These analyses show that stand structure of each plot were very much similar to 

each other in 1939 when this expεrimt'ntal site was established. 

2. The process of growth of stancl on each plot during 16 years from 1939 to 1955 

reveals that : 

1 ) In NO.1 plot where selection cutting was carred out to the best and better species 

that fit charcoal-woccl, and where clear cutting was made to the oppressed species, the 

total growth during 16 years exceeds that of 出ly of the other plots, and especially, the 

growth of best ancl better species left are noticeably large. 

2) In No. 2 plot where only such best species suitable for charcoal-wood underwent 

selection cutting and the rest clear-cutting, the total growth during 16 years followed 

that of NO.1 plot and No.5 plot. Partiιularly the growth of best species that were 

reserved showecl a greater amOlmt than that of any of the other plots. 

3) In No. 3 plot where clear-cutting was conducted except for the reserved be!t, 

th白 total !,'I"owth was the smallest among all the plots. Moreovιr ， proportion betwe巳n

best, better, and good species as charcoal-wood remained almost unchanged in every surｭ

vey conducted in 1939 a円 well as that in 1955. 

4) In the reserved plots : In No.4 ancl No.5 plots where reserved stands were establishｭ

ed for comparison with other plots, the total growth during 16 years ranked next to 

such plots where sc:lection cutting was carried out. And as regards the ratio between 

best. better, and good species as charcoal-wood, in the survey in 1955 be色t ancl bette・r

species decreasecl, comparecl with those in 1939 with increased good species. In No. 4 

plot located at the upper part of the sIope, the total growth during 16 years was 

smaller than that of No. 5 plot which was set up in the lower part of the experimental 

site. 

To sum up, two kinds of sぅlection cutting carried out in 1939 gave a considerably 

goocl effect to the improvement of species constituting the stands ancl the increase of 

growth as well , Clear-cutting, if conducted only once, did not change much the stand 
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structure of the se氾ond growth: the total growth covering the ages between 35 to 41 

years old, during 16 years, if nothing was done to them, was larger than the harvest 

realized by the clear cutting. However, the ratio of good species among the total grow-

ing stock was increasing. 

3. More than 65 per cent of the good species as charcoal-wood that were growing 

in this experimental site were evergreen QlIercus and 91 per cent of the good species 

were Castαnoρsis. Therefore, evergreen Quercus and Castanoρsis w正，re representative 

日pecies of this experimental site, and this fact needed the investigation of the growｭ

th of these two species. 

1 ) In the test plot No. 1 C astanoρsis were overwhelmingly dominant in the survey 

conducted in 1939 and Quercus were completely oppressed. However, the survey in 1955 

revealed that of the comparatively large, the growing stock of the diameter classes 

such as over 18 cnz d. b.h. evergreE'n Quercus were more dominant than Castanoρsis. 

Although concerning the growing stock of comparatively smalI diameter classes the difｭ

ference between the two species had become narrow, there was stiIl a large gap between 

them. Castanoρsis was far m.ore dominant than Quercus. 

2) In the test plot NO.2 the relationship of growth of Quercus and Castanoρsis displayｭ

ed the same trend seen in the case of the test plot No. 1, but the extent of difference 

between the,m was not the same as in the laUer. That is, the survey conducted in 1955 

indicated that of the gro'wing stock of comparatively large diameter classes, Querclts 

were considerably overwhelming C astanoρsis. 

3) In the test plot No. 3 (clear-cut plot) relationship of volume by diametET class 

between Quercus and C astanoρsis showed similarity one with the OthET. In the survey of 

1939 the stand was 25 years old and in that of 1955 the new stand was lG years old. The 

diff白rence of years made the diameter class smaller and therefore smaller in the total 

growing stock accordingly. And it should be concluded that relative relationship betｭ

ween the two species showed no difference. 

4 ) In the test plot No. 4 and No. 5 (both were rEserved plots for comparisDn 

purpose) difference between Quercus and C astanoρsis became wider during the 16 

years starting from 1939 (25 ye-ars old) when the first survey was conducted, to 1955 

(41 years old) when the second was made. In other words, whi1e the maximum diaｭ

meter class of Qucrcus did not change at all during 16 years and only a sIight 

i.ncreas巴 of volume was noticed among rather smaIl diameter classes between 6 and 8 ,.nz 

d.b.h. , Castanoρsis showed a co.nspicuous advance of the maximum diameter class 

from 24 (;Jn to 36 cm, showing overwh号Imingly domi口ant growth , 
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Conclusion 

As already mentioned in the beginning of this réSllmé , the main intention of seting 

IIp this experimentaI site was to work Ollt efficient techniqlle to 1臼d stand with domiｭ

nant speci四 of Casta l10ρsis to sllch stand as having Quercus as dominant, and at the 

same time clarify technicaI effects of this techniqlle. 

In this sense data obtained from the experimentaI site covering the last 16 years 

ShOllld be very valllable, and lltmost attention ShOllld be paid to the fact that sllch 

kind of selection system mentioned in this paper contribllted mllch to the transformation 

of a stand with C astanoρsis as the dominant speci臼， to a st担d having Quercus as domiｭ

nant, with mllch highly technicaI effect. In other words, undιrestimation shauld not be 

made technicaIIy to the result that revealed the possiblity of transformation of a stand 

having C astanoρsis as dominant speciEs to a stand with Quω'(US as dominant, withollt 

decreasing growth of the stand, employing selection system. 

Recent progr回S of wood llti Iiza目tiûn in indllstry opened the way to lltilize as Iumber 

C astanops is which had Iong been made Iight of as an inferior specﾌfs in the past. Along 

with this new development, silviclllture of stands of this species cOllld be extremely 

innovated. With this possible innovation the purposed of this experimentaI sitιdoes not 

have any direct connection, as above-mentioned. However, investigation of the process 

of growth of every species obtained in this site and right clarification of characteristics of 

Castanoρsi s , Quercus and other various speciεs ShOllld contribll'te much 'to research in the 

siIviclllture of s'tands of Castanopsis as Iumber prodllcing stands, and a Iarge nllmber of 

hardwood stands in the warm zone with the data obtained 'from this experimentaI site. 

Under these cirCllmstances systematic research wiU have to b巴 con't inued further in this 

experimentaI site with carefllI treatment. 



-Plate 1 ー

写真 No. 1 1955年伐採前の誠験地全景

写真 No . 2 1955 年伐採終了間近の誌験地全景



-Plate 2-

写真 No. 3 1955年第 I分地斜面上

位部の伐採前の林相

写真 No. 5 1955年第工分地斜面下

位部の伐採前の林相

字幅量酔

写真 No. 7 1955年第 I分地斜面中

位部の伐採〈択伐〉終了間近の林相

(No.4 と同ーの場所〉

写真 No. 4 1955年第 I分地斜面中

位部の伐採前の林相

写真 No. 6 1955年第 I分地斜面上

位部の伐採〈択伐〉終了間近の林相
(No. 3 と同ーの場所〉

写真 No. 8 1955年第工分地斜面下

位音r5の伐採〈択伐〉終了間近の林相
(No. 5 と同ーの場所〉



- Plate 3 ー

写真 No. 9 1955年第 I 分地斜面上 写真 No. 10 1955午第 I 分地斜面下
位 i;j5の伐採(れ伐〕終了!日l近の林相 位川の伐採〈れ伐〉終了 11'，]近の林相

写手i No. 11 1955q: t.fm 分地;í<l lfri 上 写n No. 12 1955Q' 第 !l分地斜面中

{iL部の伐採前の林相i 位部の伐採がIの林相

写真 No. 13 1955平第E分地斜面下

位部の伐採前の林相
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立子，-'~ No. 14 1955: ド 第 1[分地斜1(1Î_I: 

位行1，の伐採(れ伐〕終了f，''，j j!.(の林判|

(No. 11 と I ， tl~の場所〉

!与 (f No. 16 1955(!: 第 l[分地料lüj ド

位i'íllの伐j采 ωf伐〉終了 II'，];!.(の林 tu
(No. 13 と同ーの場所〉

写真 No. 18 1955~1: 第llL分地(情伐

実行区〉斜面上位部の伐採l下Iの林 I;EI

ヨ子('[ No. 15 1955:j: trìJ[分地斜而中

位 ;';.I~のfJd末(れLlU 終了 :1'11]近の林相|

くNo. 12 と同ーの場所〉

写n No. 17 1955:[: tf] l[分地斜面上

位 /~i5の伐採〈れ伐〕終了 1，"，]近の林相

写Eミ No. 19 19551[: 第11[分地(皆伐

実行区) ~Hj(lÎ l二1-'位f;:ßの伐採前の林相



写真 No. 20 19551ド第11[分地(特伐

災行lぎ〕斜面下位{f↑;の伐採 l河の林HJ

-Plate 5 ー

写t'~ N�. 21 1955 1， 1二 第Jl[分士山(皆伐

実行区〕斜面下位市(谷近<) の伐

採前の林相

写真 No. 22 1955午第]1[分地の皆伐後の状況と抱護樹fiJ の林相

写真 No. 23 1955年第111 分地の斜面上 写真 No. 24 1955平第lIf分地の斜面下

位0'，:11の押{足後の状況と抱，;佐佐j iii'の林作I 位胡;の門1足後の状況と抱"笠品j川



- l゙ate G-

写真 No. 25 1955年館11 分地の伐採

fjíJにおけるツブラジイの加茅状況

〈その 1 ) 

写真 No. 26 1955年第E分地の伐採
前におけ』るツブラジイのIJJj茅状況

くその 2)


